
国文学研究資料館報第3号 9月昭和49年

書
物
や
掛
物
の
仕
立
て
方
の
事
を
、
普

通
に
装
頓
（
そ
う
て
い
）
と
呼
ん
で
い
る
。

「
頓
」
は
正
し
く
は
、
音
が
「
と
う
」
ま

た
は
「
ち
よ
う
」
で
あ
る
が
、
秀
（
つ
く

り
）
が
「
貞
淑
」
と
か
「
貞
節
」
の
「
貞

（
て
い
）
」
で
あ
る
か
ら
「
頓
」
を
も
「
て
い
」

と
発
音
す
る
が
、
百
姓
読
み
と
し
て
、
そ

れ
も
通
用
せ
ら
れ
て
い
る
。
掛
物
な
ど
を

数
え
る
時
に
、
中
側
は
一
帳
・
二
幅
と
も

い
う
け
れ
ど
も
、
日
本
で
は
一
幅
・
二
幅

と
呼
ぶ
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
装
頓
を

「
装
釘
」
と
も
書
く
。
釘
は
「
く
ぎ
」
で

洋
綴
り
の
製
本
に
は
、
針
金
や
釘
の
類
を

用
い
る
の
で
、
「
装
釘
」
と
称
す
る
に
至

っ
た
も
の
か
と
思
う
。
そ
の
「
装
頓
」
を
、

別
に
「
装
訂
」
の
用
語
を
用
い
て
い
る
も

の
に
、
孫
統
修
の
中
田
雛
板
源
流
考
が
あ

つ
く
》
◎

ま
た
装
頓
と
同
様
な
意
味
の
言
葉
に
、

書
籍
の
装
頓

「
装
演
」
も
あ
る
。
字
の
意
味
で
は
、
「
装
」

が
、
紙
で
も
絹
で
も
を
裁
ち
切
っ
て
揃
え

る
と
か
、
整
え
る
事
を
意
味
し
、
「
漬
」

は
、
紙
を
染
め
る
事
を
意
味
す
る
。
け
れ

ど
も
「
装
演
」
と
熟
し
て
「
装
頓
」
と
か

「
表
装
」
若
し
く
は
「
表
具
」
の
意
味
に

用
い
ら
れ
て
い
た
。
中
国
の
清
朝
時
代
に

周
嘉
Ｗ
が
「
装
満
志
」
一
巻
を
著
作
し
た
。

然
し
こ
れ
は
、
諜
画
の
表
装
と
か
表
具
の

仕
方
な
ど
を
記
し
た
も
の
で
、
書
籍
の
装

頓
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
次
第
で
、

日
本
で
も
表
具
屋
の
看
板
に
「
装
演
匠
」

と
か
「
装
演
師
」
と
、
泗
落
れ
た
文
字
を

用
い
た
も
の
が
、
稀
に
は
今
日
で
も
見
ら

れ
る
。
つ
い
で
に
言
え
ば
、
今
日
で
は
表

具
師
を
経
師
屋
と
も
呼
ぶ
。
元
来
、
経
師

と
は
、
仏
教
の
経
典
を
巻
物
や
折
本
に
仕

立
て
る
職
人
を
称
し
た
。
経
師
の
親
分
格

の
人
が
大
経
師
と
呼
ば
れ
た
。
そ
れ
が
、
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後
に
は
経
師
も
経
師
屋
と
呼
ば
れ
る
様
に

な
り
、
表
具
屋
と
か
表
具
師
と
同
じ
仕
事

に
従
事
す
る
様
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
そ

れ
は
掛
物
な
ど
を
専
門
に
取
扱
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

さ
て
、
書
物
の
装
頓
も
、
元
来
は
中
剛

か
ら
の
伝
来
で
あ
っ
た
が
、
中
国
で
も
、

色
々
と
進
歩
発
展
し
て
今
日
に
及
ん
で
い

る
。
そ
れ
を
学
ん
だ
日
本
で
も
同
様
に
変

遷
し
て
き
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
書
籍

の
敵
初
は
、
竹
簡
や
木
簡
を
別
と
す
れ
ば
、

紙
や
絹
や
布
な
ど
に
書
い
た
も
の
に
始
ま

る
。
紙
の
使
用
が
最
も
多
く
、
且
つ
広
く

流
布
も
し
た
。
今
、
紙
を
使
用
し
た
も
の

を
主
と
し
て
見
て
行
く
。

一
、
続
ぎ
紙
。
最
初
は
、
紙
に
書
い
た
も

の
幾
枚
か
を
続
ぎ
足
し
て
、
そ
れ
を
巻
く

と
か
畳
ん
で
置
く
。
巻
け
ば
巻
物
の
如
く

に
な
り
折
り
畳
め
ば
折
本
の
如
く
に
な
る
。

こ
の
続
ぎ
紙
に
関
し
て
は
、
源
氏
物
語
の

「
梅
が
枝
」
の
巻
に
、
次
の
如
き
記
蛎
を

兇
る
。（

源
氏
が
）
さ
ま
人
、
の
継
ぎ
紙
の
本

ど
も
え
り
出
で
さ
せ
給
へ
る
つ
い
で
に
…
。

V‐

こ
れ
は
、
習
字
の
手
本
に
関
し
て
述
べ

た
の
で
あ
る
が
、
習
字
で
な
く
て
和
歌
な

ど
で
も
、
続
（
継
）
ぎ
紙
と
し
て
、
簡
略

に
仕
立
て
た
も
の
も
あ
っ
た
に
州
速
な
い
。

然
し
、
保
存
と
か
大
切
に
す
る
噸
の
も
の

は
、
自
然
に
、
巻
き
物
に
仕
立
て
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

二
、
巻
き
物
１
巻
子
本
・
巻
子
装
。
中
国

で
は
巻
軸
装
と
称
せ
ら
れ
る
．
巻
子
本
を

外
部
か
ら
見
て
行
く
と
、
ま
ず
紐
（
帯
）

が
あ
る
。
紐
の
先
端
に
、
象
牙
な
ど
の
爪

を
着
け
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
紐
の
清
く

所
は
、
巻
物
の
前
端
で
、
そ
こ
に
は
細
く

丸
め
た
竹
か
、
半
円
形
の
木
の
細
い
棒
が

巻
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
内
部
に

向
っ
て
、
若
干
の
長
さ
の
白
紙
の
部
分
が

あ
る
。
こ
の
部
分
を
巻
首
包
装
紙
ま
た
は
、

前
部
包
装
紙
な
ど
と
も
呼
ぶ
。
そ
れ
は
、

普
通
の
本
な
ら
ば
、
前
部
即
ち
表
面
の
表

紙
に
相
当
す
る
。
こ
の
包
装
紙
に
は
、
野

毛
や
切
箔
や
砂
子
や
金
箔
・
銀
箔
な
ど
を

散
ら
し
て
、
装
飾
を
施
し
た
も
の
も
あ
る
。

あ
る
い
は
山
水
と
か
草
花
な
ど
を
柵
い
た
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三
、
折
本
、
中
国
で
経
折
装
と
い
う
の
は
、

仏
典
に
多
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
摺

（
し
よ
う
）
本
』
と
も
呼
ぶ
。
摺
は
折
り

畳
む
意
で
あ
る
。
折
師
と
か
束
帖
と
も
い

う
。
束
は
簡
と
通
用
す
る
文
字
で
あ
る
。

摺
を
日
本
で
は
「
す
（
刷
）
る
」
と
読
み
、

印
刷
の
意
味
に
用
い
て
い
る
か
ら
、
「
摺

本
」
を
日
本
の
用
例
で
解
釈
す
れ
ば
、
印

刷
し
た
本
の
意
と
な
る
。
そ
こ
に
、
日
中

の
相
違
が
あ
る
。

と
に
か
く
、
折
本
と
は
巻
子
本
の
開
閉

の
不
便
を
除
こ
う
と
考
え
て
、
ま
ず
巻
子

本
を
折
り
畳
み
、
巻
首
と
巻
末
の
包
装
紙

を
、
そ
れ
人
、
前
後
の
表
紙
と
し
た
の
で

坐
の
う
○
．

所
が
、
巻
子
本
か
ら
折
本
に
転
換
す
る

も
の
も
あ
る
．
そ
の
次
に
本
文
が
続
く
。

本
文
が
終
る
と
、
ま
た
白
紙
の
部
分
が
若

干
の
長
さ
だ
け
存
在
す
る
。
そ
の
部
分
が

巻
末
包
装
紙
ま
た
は
後
部
包
装
紙
で
あ
る
。

こ
れ
も
普
通
の
本
な
ら
ば
後
部
つ
ま
り
裏

面
の
表
紙
に
相
当
す
る
。
巻
末
包
装
紙
に

も
、
巻
首
の
と
同
様
に
装
飾
の
施
さ
れ
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
巻
末
の
包
装
紙
の
末

端
に
は
、
軸
が
あ
る
。
紐
や
軸
に
も
品
質

や
色
彩
や
材
料
な
ど
に
、
色
々
と
高
貴
な

も
の
も
用
い
ら
れ
た
由
は
、
明
朝
の
方
以

智
の
通
雅
巻
三
十
二
に
色
々
と
述
べ
て
あ

る
。

（
一

途
中
の
装
頓
で
、
言
わ
ば
、
巻
子
本
式
折

本
と
包
装
紙
附
折
本
と
も
言
う
べ
き
も
の

が
あ
る
。

い
、
巻
子
本
式
折
本
は
、
仁
和
寺
蔵
弘
法

大
師
筆
の
国
宝
三
十
帖
冊
子
が
そ
れ
に
当

る
。
こ
れ
は
本
文
の
部
分
が
折
本
に
な
る

の
に
対
し
、
腹
部
の
折
目
を
切
開
し
た
。

す
る
と
粘
葉
（
で
っ
ち
よ
う
）
装
と
な
る
。

巻
首
と
巻
末
の
包
装
紙
が
、
背
部
で
連
繋

し
て
一
枚
の
表
紙
と
な
り
、
粘
葉
装
の
部

分
を
包
ん
だ
形
式
と
な
っ
た
。
粘
葉
装
の

部
分
の
背
部
は
、
表
紙
に
密
着
さ
せ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
巻
子
本
時
代
の
軸
は
、
除

去
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
巻
首
の
部
分

‐

『

マ
↓
Ｉ

Ｏ
Ｄ
昔
写
ｑ
Ｌ
早
■

迅
全
↑
△
手
口

０
凸
工
、
事
●
坐
朏
仏
＆
Ｏ
脚
々
つ

戸
・
ｒ
岬
々
・
凸
内
面
８
．
‐
夙
日

①
』
ｐ
糾
舟

、
』

生
j

r

■T〃
ゐめ
◆や

塞
雲
建
琴

一"､．

㎡

寵猷ー

の
端
の
細
い
竹
の
棒
と
紐
と
は
残
存
し
て

い
る
故
に
、
こ
れ
を
便
宜
上
、
巻
子
本
式

折
本
と
称
し
て
置
く
。

②
、
包
装
紙
附
折
本
は
、
書
陵
部
蔵
の
宋

版
一
切
経
や
、
前
田
家
蔵
の
宝
積
経
な
ど

が
そ
れ
で
あ
る
。
書
陵
部
に
は
集
一
切
福

徳
三
味
経
も
あ
る
。
今
、
前
田
家
の
宝
祇

経
を
見
る
と
、
後
村
上
帝
の
興
国
三
年
（
一

三
四
二
）
十
月
八
日
、
足
利
直
義
が
、
高

野
山
の
金
剛
三
昧
院
に
奉
納
し
た
も
の
な

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
裏
面
に
は
、
兼
好
法

師
・
頓
阿
・
慶
雲
・
二
条
為
明
な
ど
が
、

そ
れ
ぞ
れ
和
歌
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

本
文
が
折
本
と
な
り
、
巻
首
と
巻
末
の
包

蟻
蔚

侃

岨
沮
ｉ

旧

一

１
｝
●
噛

彬
皿珊

弓
‐

一
、

グ

ー

ｒ

１
１へ

ｰ
‐

装
紙
は
、
連
繋
せ
ら
れ
て
一
枚
と
な
り
、

折
本
の
部
分
を
包
む
。
巻
首
の
包
装
紙
は

前
端
即
ち
縁
（
へ
．
り
）
に
竹
を
立
て
、
帯

も
着
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
包
装
紙
が

巻
物
時
代
の
先
端
の
竹
と
紐
を
持
っ
た
ま

ま
独
立
し
て
、
本
を
包
む
様
に
な
っ
て
い

る
。
一
般
の
折
本
は
、
仏
典
や
法
帖
に
多

く
、
ま
た
、
集
印
帖
や
揮
鼈
帖
な
ど
に
多

く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

然
し
、
折
本
は
、
前
後
の
表
紙
が
相
互

に
直
接
の
連
繋
が
無
い
か
ら
、
折
本
全
体

と
し
て
は
、
揺
れ
動
く
状
態
に
在
っ
て
、
自

然
、
破
損
の
懸
念
も
少
く
な
い
。
因
っ
て
、

｛
塞
疋
さ
せ
る
た
め
に
、
前
後
の
表
紙
の
背

部
だ
け
を
、
連
繋
さ
せ
た
装
頓
も
出
来
た
。

ま
た
、
今
述
べ
た
㈹
や
②
の
場
合
に
、
包

装
紙
だ
け
を
切
り
離
し
て
独
立
さ
せ
、
「
峡

（
ち
つ
）
」
が
作
ら
れ
る
様
に
も
な
っ
た
。

峡
と
は
、
「
小
袋
」
の
意
味
を
示
す
文
字

で
あ
る
。
こ
の
峡
が
、
更
に
簡
単
に
な
っ

て
、
上
下
の
開
放
せ
ら
れ
た
紙
袋
と
な
っ

た
。
こ
の
紙
袋
は
、
江
戸
時
代
の
色
々
の
版
本

な
ど
に
、
多
く
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
一
つ
は
そ
の
版
本
を
大
切
に
保
存
す

る
た
め
、
一
つ
は
体
裁
の
た
め
で
も
あ
っ

た
。
今
日
の
洋
綴
の
本
に
も
、
や
、
厚
い

紙
の
袋
が
、
体
裁
上
使
用
せ
ら
れ
て
い
る
。

峡
に
は
な
お
、
竹
を
細
く
削
っ
て
巻
子
本

の
高
さ
よ
り
多
く
高
く
し
て
簾
を
作
り
経

巻
を
巻
き
包
む
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
を
峡
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四
、
旋
風
葉
装
、
こ
れ
は
、
単
に
旋
風
装

と
も
称
せ
ら
れ
る
。
前
後
の
表
紙
が
背
部

で
連
繋
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
折
本

に
相
当
す
る
最
初
の
一
葉
の
表
面
を
前
の

表
紙
に
、
最
後
の
一
葉
の
襄
面
を
後
の
表

紙
に
貼
り
つ
け
る
。
そ
う
す
る
と
、
全
体

は
固
定
す
る
か
ら
、
折
本
の
如
く
動
揺
し

な
く
な
る
。
け
れ
ど
も
、
折
本
に
相
当
す

る
部
分
は
不
安
定
状
態
に
在
る
か
ら
、
風

が
吹
い
て
来
れ
ば
、
吹
き
上
げ
ら
れ
る
様
な

事
に
も
な
る
。
旋
風
と
は
「
つ
む
じ
風
」

で
、
そ
の
旋
風
の
た
め
、
折
本
に
相
当
す

簾
（
じ
す
）
と
呼
ぶ
．

』
群
も
〃
騨
討
Ｌ
６

‐
‐
碓
寿
卵

坐
恥
祉
曜
砧
銅
垂
轟
率

ｆ＃

炉鰯

織
繼
鍵
罐
噌
顎

:蕊葬硬

鐡
脚凸卿1

曾
一

〆

る
部
分
が
吹
き
ま
く
ら
れ
る
と
言
う
の
で

あ
る
。
明
の
張
邦
基
の
墨
荘
漫
録
巻
三
に

は
「
旋
風
葉
ハ
、
北
宋
の
刊
本
ノ
書
ヨ
リ
行

ハ
レ
タ
リ
シ
ガ
、
装
順
ノ
技
ハ
絶
エ
タ
リ
」
、

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
装
順
は
一
時
の
流

行
で
、
長
続
き
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。
然
し
、

鎌
倉
初
期
頃
以
降
の
も
の
で
、
巻
子
本
を

折
本
に
改
め
た
り
、
折
本
を
旋
風
装
に
改

め
た
も
の
も
あ
っ
た
。
大
東
急
記
念
文
庫

蔵
の
写
経
中
、
放
光
経
巻
九
や
、
大
方
等

大
集
経
巻
四
や
、
大
般
若
波
羅
密
多
経
巻

三
十
八
や
、
弥
勒
上
生
経
略
賛
な
ど
は
、

元
来
、
巻
子
本
で
あ
っ
た
の
を
、
折
本
に

改
装
し
た
の
で
あ
る
。
書
陵
部
蔵
で
、
唐

の
懐
行
筆
の
勝
曼
宝
窟
も
、
巻
子
本
で
あ

っ
た
も
の
が
、
折
本
に
改
装
せ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
普
通
の
草
子
等
の
類
で
も
、
大

阪
市
・
天
王
寺
区
・
平
野
の
宝
慶
寺
蔵
の

延
（
よ
み
が
え
り
）
草
子
」
は
、
足
利
中
期

頃
の
も
の
で
あ
る
が
、
袋
綴
（
ふ
く
ろ
と

じ
）
の
草
子
を
、
巻
子
本
に
改
め
た
一
つ

の
例
で
あ
る
。

ま
た
智
恩
院
蔵
の
十
二
門
論
義
疏
は
、

法
然
上
人
自
筆
で
、
巻
末
に
は
「
寿
永
二

年
（
二
八
三
で
あ
る
）
三
月
三
日
…
．
．
．

．
．
Ｌ
と
あ
る
。
も
と
は
巻
子
本
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
法
然
上
人
が
、
旋
風
葉
装
に
装
順

し
直
し
た
の
で
あ
る
。
大
東
急
記
念
文
庫

蔵
の
大
般
若
波
羅
密
多
経
第
三
百
九
十
七

で
、
巻
末
に
「
一
校
了
治
承
五
年
七
月

‐準

廿
九
日
申
時
書
写
了
筆
師
金
剛
佛
子
義

心
」
と
あ
る
の
も
、
巻
子
本
を
旋
風
葉
装

に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。

五
、
粘
葉
装
、
粕
は
粘
の
俗
字
で
、
音
は

女
廉
（
ぢ
よ
れ
ん
）
反
と
か
尼
占
（
ぢ
せ

ん
）
反
で
あ
る
か
ら
、
「
デ
ン
」
で
「
ね
ば

り
つ
く
」
と
か
「
ね
ば
り
つ
け
る
」
の
意

味
の
字
で
あ
る
。
然
し
康
煕
字
典
に
は
、

別
に
正
韻
に
は
尼
欠
（
ぢ
け
つ
）
反
と
あ

る
か
ら
、
音
は
「
デ
ヅ
」
と
な
る
。
従
っ

て
「
粘
葉
」
を
、
「
で
つ
え
ふ
↓
で
つ
ち

I

5

1
粘

業
装 、掌ノー膣雲屋

よ
う
」
と
発
音
す
る
事
も
自
然
で
あ
る
。

「
で
ん
え
ふ
」
が
急
速
の
連
呼
で
、
「
で

っ
ち
よ
う
」
と
発
音
し
た
と
説
明
し
た
字

典
は
、
如
何
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
粘
葉
装
の
発
生
は
、
折
本
か
ら
考

察
す
る
の
が
便
利
で
あ
る
。
即
ち
折
本
か

ら
旋
風
葉
装
が
発
展
し
た
。
そ
の
旋
風
葉

の
背
部
の
折
り
目
で
各
紙
を
糊
づ
け
す
る
。

ま
た
腹
部
の
折
り
目
を
切
開
す
る
。
そ
う

す
る
と
、
粘
葉
装
が
出
来
上
る
。
そ
れ
は
、

文
字
の
あ
る
部
分
が
内
側
に
な
り
、
文
字

の
無
い
部
分
、
即
ち
折
本
の
時
に
は
裏
面

で
あ
っ
た
部
分
が
外
側
と
な
る
。
こ
の
装

順
を
開
く
と
一
枚
の
紙
が
二
折
せ
ら
れ
て

い
て
、
言
わ
ば
、
胡
蝶
が
羽
を
開
い
た
か
の

様
な
感
じ
に
な
る
。
因
っ
て
、
粘
葉
装
の

事
を
一
名
胡
蝶
装
と
も
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

普
通
は
、
文
字
面
の
裏
面
は
白
紙
で
あ

る
が
、
後
に
は
文
字
を
書
い
た
り
、
印
刷

も
し
た
．
胡
蝶
は
中
国
の
本
に
は
瑚
蝶
の

文
字
も
用
い
、
ま
た
蝶
装
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
明
の
方
以
智
の
通
雅
の
巻
三
十
二

器
用
部
に
も
「
粘
葉
、
謂
蠅
蝶
装
」
と
記

し
て
い
る
。
胡
蝶
装
の
正
し
い
見
解
を
、
藤

井
貞
幹
は
、
彼
の
好
古
小
録
の
雑
考
に
使

用
し
、
儒
者
の
吉
田
篁
敏
も
彼
の
近
聞
寓

筆
に
同
じ
様
に
述
べ
た
。
山
崎
美
成
の
海

録
巻
十
九
に
も
、
「
粘
葉
ハ
之
ヲ
蝿
蝶
装

卜
謂
フ
」
と
、
漢
文
に
記
し
た
。
書
家
市
河

米
庵
の
米
庵
墨
談
続
編
巻
三
も
、
通
雅
を

－3－
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引
用
し
て
い
る
。
ど
れ
も
正
解
で
あ
る
。

然
る
に
、
岡
本
保
孝
は
、
彼
の
難
波
江

の
巻
二
の
下
、
「
書
縛
沿
革
の
条
」
に
は
、

藤
井
貞
幹
の
正
し
い
説
明
に
反
対
し
て
、

「
藤
貞
幹
ノ
好
古
小
録
雑
考
第
廿
二
二
粘

葉
ハ
胡
蝶
装
也
ト
ア
ル
ハ
ワ
ロ
と
と
記

し
た
。
保
孝
の
、
胡
蝶
装
に
関
す
る
説
明

だ
け
は
、
誤
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
「
粘

葉
ハ
胡
蝶
装
也
ト
ア
ル
ハ
ワ
ロ
シ
」
の
説

明
に
誤
解
が
あ
り
、
ま
た
緤
っ
て
「
：
．
本
邦
二
、

コ
ノ
仕
立
ナ
．
ご
と
も
述
べ
た
。
こ
の
誤

っ
た
保
孝
の
考
設
が
国
語
辞
典
の
古
い
時

代
の
も
の
に
採
用
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

昭
和
の
初
年
頃
ま
で
は
、
大
福
帖
式
の
大

和
綴
の
装
頓
に
対
し
て
、
胡
蝶
装
と
呼
ん

で
い
た
人
々
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
胡
蝶
装

と
あ
る
説
明
も
、
今
次
の
戦
前
頃
ま
で
の

も
の
に
は
、
誤
解
の
ま
ま
の
も
の
も
存
在

す
る
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
日
本
文
学

辞
典
な
ど
も
、
大
和
綴
を
胡
蝶
装
の
如
く

誤
っ
た
説
明
に
な
っ
て
い
る
。

六
、
袋
綴
（
ふ
く
ろ
と
じ
）
、
ま
た
は
袋

草
（
冊
）
子
と
も
呼
ば
れ
、
昔
か
ら
版
本

に
は
こ
の
装
訂
が
一
般
に
広
く
用
い
ら
れ

て
い
た
。
日
本
に
は
藤
原
清
輔
の
歌
論
書

に
「
袋
草
子
」
が
あ
っ
た
。
中
国
に
も
、

朝
鮮
に
も
、
こ
の
装
訂
が
般
も
普
通
で
あ

り
流
布
も
し
て
い
た
。
糸
を
用
い
て
綴
（
と
）

じ
る
か
ら
、
中
国
で
は
「
線
装
」
（
銭
基

（
一

■
博
の
版
本
通
義
）
と
か
「
綴
装
」
と
も
「
訂

総
」
（
共
に
陳
国
慶
の
古
籍
版
本
浅
説
に

よ
る
）
と
か
線
訂
な
ど
と
も
称
せ
ら
れ
て

い
マ
タ
。

そ
れ
は
、
一
枚
の
紙
の
文
字
の
あ
る
面

を
外
側
に
し
て
二
折
し
、
折
り
目
の
部
分
を

腹
と
し
て
、
そ
れ
を
幾
枚
も
幾
十
枚
も
重

ね
、
折
り
目
の
反
対
の
一
方
の
端
、
主
と

し
て
右
端
を
線
で
綴
じ
る
の
で
あ
る
。
粘

葉
装
は
、
文
字
の
あ
る
面
を
内
側
に
し
て

折
り
、
折
り
目
の
部
分
を
背
と
し
、
各
葉
の

そ
の
背
の
部
分
の
外
側
を
糊
づ
け
に
し
た
。

こ
の
袋
綴
の
装
帳
は
、
勿
論
、
粘
葉
装
以

後
の
も
の
で
あ
る
が
、
何
時
か
ら
始
ま
つ

?土F

１

６
・
了
明
制
綴
（
ｆ
間
式
）

Ｉ
匡号ヨ

Ⅱ

ｔ
ｂ
『

令
戸

一
趣
一

ｔ 【￥↓

壷唖Dh
ｰ

、
４

た
か
は
、
別
に
文
献
に
徴
す
べ
き
資
料
は

見
当
ら
な
い
。
一
般
に
、
表
紙
は
前
後
が

一
枚
ず
つ
別
々
に
独
立
し
て
い
る
が
、
時

に
は
前
後
の
表
紙
が
連
続
し
た
一
枚
と
な

り
、
本
全
体
を
包
ん
で
い
る
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
を
別
に
包
背
装
と
も
称
し
、
前
記
の

古
籍
版
本
浅
説
に
よ
れ
ば
、
元
や
明
時
代

の
版
本
に
最
も
多
い
由
を
述
べ
て
、
色
々

の
実
物
を
例
示
し
て
い
る
。

こ
の
袋
綴
に
は
、
綴
じ
る
孔
が
、
普
通

に
は
四
個
あ
る
。
こ
れ
を
四
針
孔
と
も
、

四
針
眼
訂
法
と
も
称
す
る
が
、
一
般
に
は

「
四
つ
目
綴
じ
」
と
も
唐
綴
（
か
ら
と
じ
）

と
も
、
明
朝
綴
（
み
ん
ち
よ
う
と
じ
）
と

も
呼
ぶ
。
ま
た
、
上
端
と
下
端
の
右
端
に

も
孔
を
作
っ
た
も
の
を
六
針
孔
と
も
六
針

眼
訂
法
な
ど
と
も
呼
ぶ
が
、
普
通
に
は
康

煕
綴
（
こ
う
き
と
じ
）
と
称
す
る
。
中
国

製
の
明
朝
綴
は
、
第
二
と
第
三
の
孔
の
間

の
距
離
は
、
第
一
と
第
二
の
孔
の
間
、
及

び
第
三
と
第
四
の
孔
の
間
よ
り
も
、
少
し

短
く
な
っ
て
い
る
の
が
常
で
あ
る
。
日
本

の
は
孔
間
は
等
距
離
で
あ
る
。
朝
鮮
の
本

に
は
、
五
針
孔
が
普
通
で
あ
る
。
小
本
で

は
三
針
孔
の
本
も
あ
る
。

七
、
列
帖
装
、
ま
た
は
綴
葉
》
蒸
綴
葉
は

「
て
つ
ち
よ
う
」
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
日
本

流
の
装
頓
で
、
大
和
綴
（
や
ま
と
と
じ
）

に
当
り
、
日
本
に
昔
か
ら
あ
る
大
幅
帳
式

～

ぜ
。 Z

の
装
頓
で
あ
る
。
大
福
帳
を
横
に
し
た
如

き
、
こ
の
装
順
は
、
中
国
に
は
見
当
ら
な

い
。

こ
れ
は
料
紙
を
五
六
枚
も
し
く
は
十
枚

程
度
を
重
ね
て
一
括
（
く
く
り
）
と
し
て

二
折
し
そ
れ
を
一
帖
（
い
ち
じ
よ
う
）
と

見
る
。
学
校
な
ど
の
習
字
用
の
半
紙
は
、

二
十
枚
を
一
帖
（
い
ち
じ
よ
う
）
と
言
う
。

そ
れ
に
な
ら
っ
て
五
六
枚
で
も
十
枚
程
度

で
も
一
帖
と
す
る
。
そ
の
、
五
六
枚
乃
至

は
十
枚
程
度
の
各
帖
を
幾
つ
か
重
ね
て
、

そ
れ
を
糸
で
綴
じ
る
。
こ
れ
は
、
各
帖
を

並
列
さ
せ
て
綴
じ
た
意
味
で
、
列
帖
装
と

称
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
綴
葉
装
と
呼
ぶ

恥
鯏
囎
ｒ

1
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よ
り
も
、
列
帖
装
が
、
実
際
に
則
し
た
称

呼
で
あ
る
。
綴
葉
装
が
粘
葉
装
と
混
乱
せ

ら
れ
る
様
な
懸
念
も
殆
ど
な
く
な
る
と
思

う
。
列
帖
装
の
綴
じ
方
は
、
榊
原
芳
野
の

文
芸
類
纂
に
、
図
示
し
た
わ
か
り
易
い
説

明
が
あ
る
。

こ
の
大
福
帳
式
の
装
頓
、
即
ち
列
帖
装

を
、
前
述
の
如
く
大
正
か
ら
昭
和
の
初
年

頃
に
は
、
ま
だ
胡
蝶
装
と
誤
解
し
て
説
明

し
て
い
る
人
も
、
少
く
な
か
っ
た
。
従
っ

て
、
当
時
の
人
の
「
胡
蝶
装
云
々
」
の
説

明
は
、
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
ま
た
望

月
三
英
の
三
英
随
筆
に
、
次
の
様
な
記
事

が
あ
る
。
そ
こ
に
は
誤
解
が
あ
る
け
れ
ど

も
、
念
の
た
め
に
掲
げ
て
置
く
。

大
和
綴
と
い
ふ
書
物
有
喜
先
は
歌

書
に
古
へ
多
く
↑
月
町
人
の
覚
書
も
大

和
綴
な
り
。
さ
て
は
和
法
か
と
思
へ
ど
、

左
に
あ
ら
ず
。
阿
蘭
陀
本
草
、
大
和
綴

な
り
。
宋
版
の
千
金
翼
方
と
楊
子
家
蔵

方
と
、
御
文
庫
に
有
之
本
は
、
唐
本
の

大
和
綴
な
り
。
さ
て
は
、
唐
よ
り
初
り
て
、

外
国
へ
も
伝
は
り
た
り
と
見
え
た
り
。

こ
の
綴
目
の
名
目
、
阿
蘭
陀
に
も
何

と
ぢ
と
か
云
な
る
べ
し
。
中
華
の
名
目

を
博
識
の
人
に
聞
た
れ
ど
も
、
考
無
之

由
○
名
物
六
帖
な
ど
に
も
出
る
や
ら
ん
、

申
す
人
も
あ
り
し
。

こ
こ
に
「
阿
蘭
陀
本
尊
、
大
和
綴
な
り
」

と
あ
る
の
は
、
洋
書
の
綴
じ
方
が
、
列
帖

装
的
で
あ
る
点
を
指
示
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
「
千
金
翼
方
と
楊
子
家
蔵
方
と
、
御

文
庫
に
有
之
本
は
」
と
あ
る
の
は
、
紅
葉

山
文
庫
本
を
指
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ

れ
は
現
在
の
内
閣
文
庫
に
は
存
在
し
な
い
．

尤
も
、
明
給
二
十
四
年
、
内
閣
文
庫
本
で

図
書
寮
即
ち
今
日
の
書
陵
部
に
移
管
せ
ら

れ
た
類
も
あ
っ
た
が
、
宋
版
の
千
金
翼
方

な
ど
は
存
在
し
な
い
。
現
に
存
在
す
る
も

の
は
、
元
の
成
宗
の
大
徳
十
一
年
（
一

三
○
七
ｌ
日
本
、
後
二
条
帝
の
徳
治
二
年
）

版
の
千
金
翼
方
十
二
冊
で
あ
り
、
楊
子
家

蔵
方
二
十
一
冊
は
、
宗
の
淳
煕
十
二
年
（
一

一
八
五
ｌ
日
本
後
鳥
羽
帝
の
文
治
元
年
）

版
本
で
、
金
沢
文
庫
旧
蔵
本
で
あ
る
。
然

し
、
三
英
随
筆
の
記
事
の
様
な
本
は
内
閣

文
庫
に
も
書
陵
部
に
も
全
く
存
在
し
な
い
。

内
閣
文
庫
に
は
、
明
の
万
暦
版
の
千
金
翼

方
で
、
袋
綴
、
即
ち
綾
装
が
あ
る
。
故
に
、

三
英
随
筆
の
記
述
は
、
一
部
信
用
が
出
来

な
い
の
で
あ
る
。

以
上
は
、
ま
だ
尽
く
さ
な
い
が
、
書
籍

装
頓
の
極
め
て
大
要
だ
け
を
、
略
記
し
て
見

た
次
第
で
あ
る
。

（
国
文
学
研
究
資
料
館
評
議
員
、

東
京
教
育
大
学
名
誉
教
授
）

ー‐

｜
、
最
近
の
国
文
学
情
報
の
性
格

国
文
学
研
究
に
お
い
て
情
報
の
検
索
が
、

現
在
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
か

を
お
お
ま
か
に
図
示
し
て
み
れ
ば
、
お
よ

そ
次
の
４
７
に
ま
と
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
図
参
照
）

現
状
で
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
情
報
の

蓄
積
が
多
く
個
人
の
段
階
で
行
わ
れ
て
お

り
（
従
っ
て
蓄
積
の
分
散
、
個
別
化
を
も

た
ら
し
て
い
る
）
、
探
索
に
応
し
う
る
機

関
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

た
め
に
研
究
者
が
情
報
を
利
用
し
さ
う
と

す
る
場
合
に
は
、
著
じ
る
し
い
不
便
さ
と
、

個
人
的
努
力
が
強
要
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
最
近
の
国
文
学
情
報
の
性
格
の

傾
向
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
は
、
情
報
の
多

源

グW1b‘ 国
文
学
研
究
と
電
子
計
算
機

i僧

蓄積且」［～＝

情報の収集

V
情報の選択

評価・分析

‐

情報の蓄積 量
化
で
あ
る
。
研
究
者
人
口
の
増
加
と
と

も
に
、
研
究
活
動
の
進
展
は
、
従
来
の
研

究
領
域
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
研
究
理

念
の
拡
大
、
深
化
と
あ
い
ま
っ
て
、
情
報

生
産
源
を
増
加
さ
せ
、
情
報
量
を
増
大
せ

し
め
て
い
る
。
ま
た
国
文
学
の
情
報
は
科

学
技
術
情
報
と
違
っ
て
、
事
実
や
結
果
そ

の
も
の
よ
り
も
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
解
釈
、

理
解
、
分
析
と
い
う
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
も

重
要
で
あ
り
、
有
効
寿
命
も
永
い
と
い
う

性
格
を
も
つ
た
め
に
、
被
検
索
対
象
を
指

数
関
数
的
に
榊
加
せ
し
め
て
い
る
。

第
二
は
、
研
究
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、

情
報
の
質
的
変
化
、
す
な
わ
ち
研
究
の
専

門
化
、
細
分
化
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ

る
主
題
の
複
雑
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
傾
向
は
、
関
連

田
嶋
一
夫

探索言□」1
－＝

＝□
「一.ーー－－－－一~ー一一丁

1情報の利用｜
L‐_.‐_‐－－‐‐」

」’
一三
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す
る
学
問
分
野
か
ら
の
情
報
収
集
の
重
要

性
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
よ
り
強
め
ら
れ
、

よ
り
複
雑
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
．

そ
し
て
第
三
は
、
前
記
二
つ
の
傾
向
と
複

雑
に
結
び
つ
い
て
い
る
が
、
発
表
機
関
及

び
発
表
誌
の
多
様
化
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

情
報
の
入
手
が
困
難
と
な
り
、
個
人
の
段

階
で
は
、
研
究
の
現
状
を
把
握
し
て
お
く

こ
と
が
、
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
さ
ら

に
第
四
は
、
以
上
の
三
点
の
中
に
す
で
に

内
在
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
評
価
の

困
難
さ
の
問
題
で
あ
る
。

大
ま
か
に
見
て
以
上
の
四
点
が
国
文
学

情
報
活
動
の
最
近
の
傾
向
と
し
て
指
摘
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
傾
向
下
に
お
い
て

は
、
と
も
す
れ
ば
、
そ
の
処
理
、
情
報
入

手
の
遅
れ
（
伝
達
の
遅
れ
）
が
も
た
ら
さ

れ
、
研
究
の
無
用
な
ロ
ス
が
生
じ
る
し
、

ひ
い
て
は
研
究
活
動
を
不
十
分
な
ら
し
め

る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
た
め
に
、

研
究
者
の
情
報
要
求
も
複
雑
多
様
化
し
、

微
細
な
も
の
に
な
り
、
本
来
、
網
羅
性
、

迅
速
性
、
適
格
性
が
要
求
さ
れ
る
情
報
の

検
索
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
機
関
の
活
動
の

必
要
性
が
生
じ
、
そ
の
中
で
効
率
的
な
機

械
化
処
理
を
考
え
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
（
当
館
設
立
の
意
味
と
役
割

の
一
端
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
）

（
｝

二
、
国
文
学
に
お
け
る
情
報
検
索

国
文
学
研
究
者
の
共
同
利
用
の
機
関
で

あ
る
当
館
の
性
格
上
、
個
々
の
組
織
体
内

の
そ
れ
と
は
異
り
、
利
用
者
の
範
囲
は
、

一
応
の
限
定
は
設
け
ら
れ
る
と
し
て
も
、

特
定
の
も
の
と
は
な
ら
ず
、
利
用
者
の
情

報
要
求
は
複
雑
多
岐
な
も
の
と
な
り
、
か

つ
要
求
の
レ
ベ
ル
が
高
く
な
る
こ
と
は
必

定
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
先
に
指
摘
し
た

傾
向
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
収
集
資
料
も
単

に
国
文
学
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
の
み
と

は
限
ら
ず
、
多
様
性
を
も
っ
て
く
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
情
報
要
求
の
複
雑
多

岐
性
、
収
集
資
料
の
多
様
性
と
情
報
処
理

能
率
の
ア
ッ
プ
と
い
う
対
立
的
な
要
請
を
、

シ
ス
テ
ム
的
に
解
決
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

決
し
て
な
ま
や
さ
し
い
こ
と
で
は
な
か
ろ

、
可
ノ
。

電
子
計
算
機
が
、
他
の
情
報
処
理
機
器

に
比
し
、
以
上
の
よ
う
な
要
請
に
応
え
う

る
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
能
力
を
内
在
的
に

も
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
前
提
と
し

て
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
言
語
情
報

の
処
理
技
術
が
必
ら
ず
し
も
十
分
な
発
達

を
示
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
国
文
学
研
究
へ

の
電
子
計
算
機
の
利
用
に
関
す
る
研
究
が

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
ま
だ
、

一
、
二
の
初
歩
的
実
験
を
行
っ
た
だ
け
の

段
階
で
は
、
相
応
の
困
難
が
山
積
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ー

今
後
さ
ら
に
研
究
と
実
験
を
す
す
め
て
い

く
に
つ
れ
て
、
多
く
の
問
題
が
生
じ
て
く

る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
状
に
お
い
て
、
国

文
学
の
情
報
検
索
と
し
て
、
研
究
者
が
必

要
と
し
、
か
つ
設
計
可
能
と
思
わ
れ
る
シ

ス
テ
ム
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
考
え
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

㈲
文
献
資
料
検
索
シ
ス

が
躯
資
料
検
索
シ
ス

①
文
献
検
索

テ
ム

ー
語
葉
検
索
シ
ス
テ
ム

②
語
葉
検
索
恥
事
項
検
索
シ
ス
テ
ム

情
報
検
索
が
主
に
自
然
科
学
の
分
野
を
中

心
に
発
達
し
て
き
た
た
め
に
、
文
献
検
索

と
言
え
ば
、
一
般
に
は
研
究
論
文
の
検
索

を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
国
文
学
の
場

合
に
は
、
文
献
資
料
（
原
資
料
）
の
検
索

が
、
研
究
情
報
、
研
究
文
献
の
検
索
と
同

様
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
、

二
つ
の
シ
ス
テ
ム
に
分
け
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
前
者
い
の
場
合
、
国
文
学
の
関

連
資
料
が
約
五
○
万
点
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
（
当
館
市
古
館
長
見
解
）
。
『
源

氏
物
語
』
や
『
平
家
物
語
』
と
い
っ
た
諸

本
の
所
在
の
状
況
、
書
誌
的
事
項
、
特
色

等
の
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
入
力
し
て
お
く
。

こ
う
し
て
お
け
ば
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
作
業

と
し
て
は
事
実
上
不
可
能
に
近
い
研
究
の

進
展
に
伴
っ
て
生
ず
る
フ
ァ
イ
ル
の
変
更
、

言｜
》

追
加
が
迅
速
、
円
滑
に
行
え
る
。
ま
た
シ

ス
テ
ム
の
設
計
次
第
で
は
、
文
字
ど
お
り

即
座
に
必
要
と
す
る
情
報
が
と
り
出
し
う

る
し
、
随
時
目
録
類
の
印
刷
・
作
成
も
可

能
で
あ
る
。
側
に
お
い
て
は
、
年
々
生
産

さ
れ
る
国
文
学
関
係
の
研
究
論
文
は
約
五

○
○
○
点
、
単
行
本
で
五
○
○
冊
位
あ
る
。

し
か
も
研
究
の
有
効
寿
命
の
永
さ
か
ら
考

え
れ
ば
、
遡
及
的
検
索
も
不
可
欠
で
あ
る
．

ま
た
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
作
業
と
し
て
行
い

う
る
研
究
文
献
目
録
は
、
多
く
の
場
合
、

タ
イ
ト
ル
か
ら
だ
け
し
か
検
索
で
き
な
い
。

国
文
学
情
報
の
場
合
、
タ
イ
ト
ル
と
主
題

内
容
と
の
相
関
は
、
そ
の
学
問
の
性
格
か

ら
し
て
、
決
し
て
高
い
も
の
と
は
言
え
な

い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
探
索
対
象
を
タ
イ
ト

ル
だ
け
に
限
定
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。

個
々
の
論
文
の
内
容
を
要
約
す
る
。
或
は

主
題
を
適
確
に
表
現
し
う
る
キ
ー
ワ
ー
ド

を
付
す
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
考

え
れ
ば
、
研
究
情
報
を
蓄
積
し
、
ま
た
キ

ー
ワ
ー
ド
と
索
引
語
を
駆
使
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
複
雑
な
探
索
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
文
献
目
録
類
の
作
成
に
も
速
報
性
を

付
与
で
き
る
。

②
の
語
彙
検
索
の
場
合
は
、
川
の
場
合

が
、
比
較
的
研
究
の
前
提
的
な
面
に
寄
与

す
る
の
に
対
し
、
作
品
そ
の
も
の
の
分
析

の
補
助
を
行
い
う
る
。
手
作
業
で
語
彙
の

抽
出
や
語
葉
索
引
の
作
成
の
こ
と
を
考
え

－6－
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て
み
れ
ば
、
配
列
の
複
雑
さ
か
ら
考
え
て

み
て
も
、
個
々
の
作
舳
ご
と
に
作
る
こ
と

し
か
考
え
ら
れ
な
い
と
思
う
。
電
算
機
化

し
た
こ
と
を
想
定
し
て
み
れ
ば
、
語
彙
の

検
索
が
、
二
徳
以
上
の
作
品
の
中
か
ら
、

迅
速
に
検
索
で
き
る
と
い
う
点
で
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
を
生
む
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
情

報
検
索
の
中
に
組
み
入
れ
る
こ
と
は
国
文

学
独
自
の
も
の
と
し
て
、
大
き
な
意
味
を

持
つ
も
の
と
思
う
。

電
子
計
算
機
を
使
っ
た
国
文
学
の
情
報

検
索
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
作
成
の
問
題
を

別
に
し
て
考
え
れ
ば
、
当
面
以
上
の
よ
う

な
も
の
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
利
用
価
値

の
高
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
検
索
の
効
率
化

と
こ
ろ
で
情
報
検
索
が
、
”
利
用
者
に

と
っ
て
必
要
な
文
献
が
、
そ
し
て
必
要
な

も
の
だ
け
が
ハ
と
り
出
サ
ろ
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
検
索
効
率
を
ぬ
き

に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
蓄
積
さ

れ
て
い
る
悩
報
群
の
中
か
ら
、
傭
報
が
探

索
さ
れ
て
く
る
と
い
う
雅
本
的
な
原
理
は
、

蓄
械
さ
れ
て
い
る
悩
報
群
を
〃
情
報
の
集

り
〃
、
つ
ま
り
集
合
と
し
て
と
ら
え
、
そ

の
集
合
の
中
か
ら
回
答
と
な
る
よ
う
な
情

報
の
集
リ
か
ら
な
る
〃
部
分
集
合
〃
を
見

つ
け
出
す
問
題
と
し
て
理
解
で
き
る
。
従

っ
て
情
報
の
集
り
を
よ
り
せ
ば
め
て
い
け

ば
、
部
分
集
合
も
よ
り
せ
ば
ま
っ
た
も
の

と
な
る
。
つ
ま
り
検
索
効
率
は
よ
り
高
め

ら
れ
た
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
科
学
技
術

情
報
の
検
索
が
比
較
的
事
実
検
索
的
色
彩

が
強
く
、
適
格
情
報
で
あ
れ
ば
、
一
件
で

十
分
と
思
わ
れ
る
の
に
対
し
、
国
文
学
の

場
合
に
は
、
質
問
主
題
に
関
連
す
る
情
報

は
、
網
羅
的
に
検
索
す
る
必
要
が
あ
り
、

検
索
効
率
の
み
な
ら
ず
、
再
現
率
が
無
視

で
き
ず
、
検
索
漏
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
大
き

な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
く
る
。
検
索
の
際
に

重
要
な
意
味
を
持
つ
用
語
に
つ
い
て
、
情

報
検
索
を
考
え
る
立
場
か
ら
、
国
文
学
の

用
語
の
特
性
を
考
え
て
み
る
と
、
研
究
者

に
よ
貧
て
用
語
の
概
念
規
定
が
異
る
と
い

う
多
義
性
、
同
一
概
念
に
与
え
る
用
語
に

統
一
が
な
い
と
い
う
無
統
一
性
、
こ
こ
か

ら
く
る
用
語
の
類
義
性
、
等
々
の
性
格
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
国
文

学
の
情
報
検
索
の
場
合
に
は
、
索
引
語
と

し
て
単
に
キ
ー
ワ
ー
ド
の
み
を
利
用
す
る

こ
と
で
は
不
十
分
で
あ
っ
て
、
用
語
の
各

概
念
関
係
が
明
確
に
さ
れ
、
体
系
化
さ
れ
、

統
制
化
さ
れ
て
い
る
関
連
語
辞
典
、
つ
ま

り
国
文
学
子
①
い
◎
宮
司
匡
切
が
必
要
で
あ
っ

て
、
そ
の
作
成
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

＊
＊
＊
＊
＊

以
上
、
国
文
学
に
お
け
る
電
子
計
算
機

の
利
用
を
情
報
検
索
に
限
定
し
て
考
え
て

ー－

昭
和
四
十
八
年
九
月
か
ら
十
一
月
に
か

け
て
、
私
は
「
海
外
に
お
け
る
日
本
文
学

に
関
す
る
研
究
情
報
の
調
査
収
集
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
二
カ
月
間
欧
米
出
張
の
旅
を

し
た
。
昭
和
四
十
八
年
度
在
外
研
究
員
短

期
研
究
員
甲
と
い
う
資
格
で
あ
る
か
ら
限

ら
れ
た
期
間
に
大
き
な
テ
ー
マ
を
か
か
え
、

文
字
通
り
駈
け
足
の
旅
で
あ
っ
た
が
、
文

部
省
は
も
ち
ろ
ん
、
外
務
省
の
便
宜
供
与
、

在
日
各
国
大
使
館
の
好
意
に
満
ち
た
御
援

助
等
に
よ
り
予
期
以
上
の
成
果
を
得
た
こ

と
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
旅
行

中
、
病
気
や
領
故
に
あ
わ
ず
、
貧
し
い

語
学
力
で
無
事
旅
程
を
終
え
る
こ
と
が
出

来
た
の
は
幸
福
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

外
国
に
お
け
る
大
学
・
図
書
館
・
博
物
館

等
の
相
互
協
力
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育

き
た
．
最
後
に
私
の
実
感
を
つ
け
加
え
さ

せ
て
い
た
だ
け
ば
、
シ
ス
テ
ム
の
発
展
の

た
め
に
は
、
そ
れ
を
さ
さ
え
る
国
文
学
の

研
究
の
発
展
と
協
力
体
制
が
必
要
で
あ
り
、

シ
ス
テ
ム
だ
け
の
単
独
の
発
展
は
あ
り
え

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
国
文

欧
米
の
日
本
研
究
寸
見

ｌ
海
外
出
張
報
告
Ｉ

V ‐

古
川
清
彦

の
関
連
等
に
つ
い
て
も
学
ぶ
べ
き
こ
と
が

多
か
っ
た
。

海
外
に
お
け
る
日
本
文
学
の
研
究
に
つ

い
て
は
、
『
海
外
に
お
け
る
日
本
研
究
』

（
昭
四
四
・
三
、
日
本
学
術
振
興
会
）
や

国
際
交
流
基
金
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
例
え
ば

「
シ
Ｆ
－
２
ｇ
目
．
里
寓
員
ざ
。
晩
四
コ
』
与
堅

当
昌
邑
巨
昌
切
一
コ
』
色
で
餌
弓
①
め
の
の
一
匡
島
の
い
」

（
弓
。
ご
ｏ
・
后
園
）
等
が
手
引
き
に
な
る

他
、
椰
々
の
参
考
書
が
あ
り
、
と
く
に
ア

メ
リ
カ
の
現
状
に
つ
い
て
は
外
務
省
文
化

事
業
部
の
刊
行
物
も
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
先
ず
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
同
画
望

委
切
胃
旨
Ｆ
号
目
星
の
研
究
室
・
図
書

館
を
見
学
し
、
地
階
に
所
蔵
さ
れ
た
旧
三

井
文
庫
の
資
料
（
部
分
）
を
見
た
時
は
、

学
研
究
稀
の
立
場
で
国
文
学
の
情
報
処
理

を
研
究
し
よ
う
と
す
る
人
が
現
れ
て
ほ
し

い
と
思
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
す
す
め
て

国
文
学
研
究
に
電
子
計
算
機
を
駆
使
し
た

本
格
的
研
究
に
す
す
み
た
い
も
の
で
あ
る
。
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史
料
館
と
の
縁
故
を
想
起
し
た
。
な
お
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
（
バ
ー
ク
レ
ー
）
に
は

ロ
の
己
騨
昇
言
の
具
旦
○
国
の
唇
蒔
堅
伊
空
。
四
勗
函
の
、

が
あ
っ
て
日
本
人
の
研
究
室
も
訪
れ
て

み
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
議
会
図
書
館
（
己
〕
の

巨
胃
画
ご
具
○
○
．
喝
の
め
い
）
は
噂
に
聞

い
た
よ
り
も
お
び
た
だ
し
い
遠
の
日
本
関

係
資
料
の
収
集
ぶ
り
を
書
庫
に
入
っ
て
見

学
し
た
．
本
館
の
黒
川
課
蓑
室
で
は
、
東
京
の

国
会
図
書
館
か
ら
見
え
た
知
人
と
の
奇
遇

に
驚
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で

は
両
働
呉
疹
巴
昌
の
Ｆ
ご
圖
昌
を
見
学
し
、

仏
教
学
者
と
し
て
著
名
な
言
鱈
ョ
９
房
ご

教
授
に
面
会
し
、
図
書
館
の
甲
斐
女
史
、

研
究
室
の
陳
ト
ョ
コ
女
史
等
と
も
お
会
い

し
た
。イ

ギ
リ
ス
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の

の
巳
ろ
○
一
呉
○
凰
の
ロ
・
富
一
四
画
』
崖
津
富
津
。

陣
屋
昌
閉
の
研
究
室
や
書
庫
を
画
風
昌

雪
鼻
ョ
四
コ
氏
の
案
内
で
見
学
し
、
新
資

料
（
「
古
今
集
」
等
）
も
見
せ
て
い
た
だ

い
た
。
オ
ニ
ー
ル
教
授
（
日
本
文
学
）
の

ゼ
ミ
の
時
間
に
、
都
合
の
つ
く
教
官
・
学

生
と
「
国
文
学
研
究
資
料
館
に
つ
い
て
」

（
テ
ー
マ
）
と
い
う
座
談
会
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
の
は
活
発
な
意
見
も
聞
け
て
有

益
で
あ
っ
た
。
オ
ソ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の

ｍ
ｏ
ｇ
の
旨
。
冒
胃
卸
昌
は
歴
史
が
古

く
、
書
庫
に
は
日
本
関
係
の
部
門
が
あ
る
．

一
》

以
上
の
ほ
か
駒
凰
威
呂
ご
匡
的
の
匡
目
．

国
Ｈ
ご
呂
巨
厚
肖
員
と
く
に
○
風
の
昌
巳

三
四
国
匡
切
。
国
頁
切
角
国
堅
勺
凰
具
①
堅
固
○
○
訂
）

を
見
学
し
た
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
ご
昌
匙

の
．
○
三
雲
・
淳
氏
の
説
明
や
案
内
で
、
展

示
中
の
「
新
花
摘
」
「
女
房
三
十
六
歌
仙
」

「
錦
百
人
一
首
東
お
り
」
「
大
雅
堂
画
譜
」

「
竹
堂
画
譜
」
「
夏
の
富
士
（
歌
撫
伎
）
」

「
吉
原
青
楼
年
中
行
事
・
餅
つ
き
の
図
」

「
東
都
勝
景
一
覧
」
「
東
の
手
振
（
太
平
有

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
は
図
書
館
長
の

説
明
が
あ
り
、
広
汎
な
大
学
全
般
に
わ
た

り
冨
昌
仇
博
士
の
ご
案
内
が
懇
切
で
あ
っ

た
。

ｰ

ケンフ鍋リソジ大学Mills博士と

象
）
」
「
好
色
一
代
男
」
「
伊
勢
物
語
」
「
論
語

（
慶
長
版
）
」
「
成
唯
識
論
述
記
（
宝
玲
文

庫
）
」
「
長
崎
絵
図
」
「
太
織
冠
」
「
弁
慶
物
語

（
奈
良
絵
本
）
」
「
青
葉
（
お
伽
草
子
）
」

「
源
氏
物
語
絵
詞
」
等
も
み
た
。
同
氏
は
、

わ
が
国
の
国
立
国
会
図
書
館
連
絡
部
編
集

の
「
ぴ
ぶ
ろ
す
」
等
に
も
寄
稿
し
、
英
国

に
お
け
る
日
本
学
の
世
話
役
の
一
人
で
あ

つ
（
》
。

な
お
英
米
両
国
の
研
究
家
か
ら
の
要
望

事
項
の
中
、
外
国
の
日
本
研
究
者
（
学
生

を
含
む
）
の
日
本
側
に
お
け
る
受
け
入
れ

態
勢
の
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
今
後
、

国
際
交
流
基
金
な
ど
と
打
ち
合
せ
て
一
層

の
便
宜
を
図
る
べ
き
問
題
で
あ
る
電
恥

ド
イ
ツ
は
戦
後
の
復
興
が
め
ざ
ま
し
い

が
、
日
程
の
都
合
で
学
者
に
会
う
機
会
を

失
し
た
．
し
か
し
、
マ
イ
ン
ッ
の
グ
ー
デ

ン
ベ
ル
グ
博
物
館
や
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
州
立

図
書
館
は
参
考
に
な
っ
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大

学
図
書
館
や
王
立
図
書
館
を
見
学
し
た
．

後
者
は
前
庭
に
キ
エ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
銅
像

が
あ
る
静
か
な
環
境
で
、
函
己
・
望
］
ご
氏
の

案
内
が
あ
っ
た
。
所
蔵
本
の
一
部
を
示
す

と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
「
訓
蒙
仮
字
古
事

記
」
「
温
古
年
中
行
事
」
「
日
本
文
学
全
書
」

「
日
本
歌
学
全
書
」
「
万
葉
和
歌
集
」
「
百
人

一
首
一
夕
話
」
「
源
氏
物
語
」
「
分
間
江
戸
大

絵
図
」
「
京
大
絵
図
」
「
神
皇
正
統
記
」
「
校
註

一

づ V

・
日
本
文
学
大
系
」
等
が
あ
り
、
現
代
日

本
の
作
家
全
集
本
も
あ
る
。

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら
は
ｚ
の
乏
里
①
算
‐

の
弓
○
冷
骨
写
⑦
ｍ
ｏ
芦
冒
二
一
コ
鱈
く
一
色
ロ
月
冒
、
註
計
匡
骨
の

呉
毎
ｍ
旨
ロ
、
冒
島
⑦
ｍ
と
い
う
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
研

究
の
状
況
が
わ
か
る
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン

の
。
“
旦
陣
の
ｇ
ｍ
胃
呂
氏
が
研
究
所
を
案

内
し
て
下
さ
っ
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
紹
介

あ
る
い
は
識
訳
さ
れ
て
い
る
作
家
は
次
の

人
々
で
あ
る
。
芥
川
龍
之
介
・
谷
崎
潤
一

郎
・
長
与
善
郎
・
宮
沢
賢
治
・
吉
屋
信
子

・
大
仏
次
郎
・
井
伏
鱒
二
・
川
端
康
成
・

小
林
多
喜
二
・
丹
羽
文
雄
・
船
橋
聖
一
・

火
野
葦
平
・
井
上
靖
・
太
宰
治
・
大
岡
昇

平
・
遠
藤
周
作
・
安
部
公
房
・
三
島
由
紀

夫
・
石
川
啄
木
・
萩
原
朔
太
郎
・
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
大
学
の
匡
会
。
教
授
が
こ
う
し

た
作
家
・
詩
人
の
研
究
調
査
に
従
事
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
東
海
大
学
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
・
セ
ン
タ
ー
も
こ
の
地
に
あ
る

が
、
時
間
等
の
関
係
で
割
愛
し
た
．

オ
ラ
ン
ダ
で
は
先
ず
ハ
ー
グ
中
央
文
書

館
を
訪
れ
、
翌
日
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
赴
い

た
が
、
さ
す
が
に
日
本
研
究
の
古
い
歴
史

を
持
っ
て
い
る
。
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
日
本

学
術
セ
ン
タ
ー
所
長
は
「
更
級
日
記
」
の

研
究
家
で
有
名
な
フ
リ
ッ
ッ
・
フ
ォ
ス
博

士
で
、
研
究
所
に
は
日
本
語
の
看
板
が
か

か
っ
て
い
る
。
国
立
博
物
館
の
ぐ
目
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の
三
房
．
雲
．
宛
．
氏
は
博
士
の
門
下
で
、
際
交
流
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

シ
ー
ボ
ル
ト
の
偉
業
を
研
究
し
て
い
る
。
と
す
る
国
立
機
関
で
あ
る
。
十
九
世
紀
に

シ
ー
ボ
ル
ト
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
は
「
国
立
現
代
東
洋
語
学
校
」
と
称
し
て

「
芭
蕉
翁
絵
詞
伝
」
「
長
恨
歌
」
「
三
国
妖
婦
い
た
が
、
近
年
の
大
学
制
度
改
革
に
よ
り
、

伝
」
「
群
耆
類
従
」
「
百
人
一
首
」
「
英
吉
利
文
現
在
の
よ
う
に
改
称
し
、
パ
リ
第
三
大
学

典
宇
類
」
「
伊
勢
物
語
」
「
自
米
也
物
語
」
等
（
新
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
）
の
構
成
機
関
と

が
あ
っ
て
、
別
室
の
日
本
に
関
す
る
展
示
な
っ
た
。
日
本
学
科
の
創
設
は
一
八
六
八

物
と
と
も
に
シ
ー
ボ
ル
ト
の
熱
意
と
兄
識
年
（
明
治
元
年
）
で
あ
る
。
そ
の
教
育
方

を
充
分
に
示
し
て
い
る
。
針
と
し
て
は
、
文
化
の
み
な
ら
ず
、
外
交

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
に
は
冒
降
茸
昌
・
経
済
・
科
学
・
技
術
な
ど
多
方
面
に
わ

ｚ
ｇ
ざ
．
色
一
身
い
ぼ
自
彊
め
い
ｇ
Ｑ
く
罠
‐
た
る
日
仏
交
流
の
主
動
力
と
な
れ
る
人
材

の
農
○
コ
い
○
１
①
．
且
の
肋
（
フ
ラ
ン
ス
国
を
養
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ブ
ロ
ー
ニ
ュ

立
東
洋
研
究
所
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
西
欧
の
森
に
接
し
た
ド
ー
フ
ィ
ー
ヌ
大
学
の
教

以
外
の
世
界
諸
地
域
の
言
語
と
文
化
の
研
室
で
講
義
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

究
・
教
育
な
ら
び
に
こ
れ
ら
地
域
と
の
側
本
部
の
図
書
館
に
は
藤
森
女
史
が
い
て
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
研
究
の
現
状

そ
の
他
の
施
設
．
ギ
メ
東
洋
美
術
館
、
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
ー
市
立
東
洋
美
術
館
等
。

民
間
、
天
理
日
本
語
学
校
約
二
○
○
人
。

ー‐

七
月
は
私
に
と
っ
て
大
事
な
月
で
あ
る
。

大
学
院
を
出
て
（
正
式
に
は
「
満
期
退
学

し
て
」
）
か
ら
十
年
余
り
、
ず
っ
と
私
学

に
い
て
、
「
税
金
は
払
う
け
れ
ど
も
税
金

の
厄
介
に
は
な
ら
な
ど
と
豪
語
（
？
）

図
普
の
収
集
等
に
功
が
大
き
い
。

国
立
図
普
館
は
、
そ
の
東
洋
部
門
に
多

く
の
日
本
に
関
す
る
蔵
書
が
あ
る
。
ま
た

ア
ジ
ア
会
館
の
書
庫
で
、
日
本
文
学
関
係

の
部
門
も
見
学
し
た
。
当
地
の
日
本
館
々

長
森
有
正
氏
の
存
在
は
有
名
で
あ
る
。

。
①
昌
司
の
』
⑦
ｐ
ｃ
ｏ
巨
ョ
の
昌
具
さ
。

叩
ｇ
ｇ
ｇ
め
ェ
屋
ョ
里
弓
用
は
人
文
科

学
部
門
の
国
立
情
報
セ
ン
タ
ー
で
、
文
学

・
宗
教
・
芸
術
・
音
楽
等
を
包
含
し
て
い

て
、
文
学
部
門
に
は
女
子
職
員
が
大
勢
活

躍
し
て
い
る
。
最
後
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
け

る
日
本
研
究
の
現
状
一
覧
表
（
昭
和
四
十

八
年
）
を
記
す
と
上
表
の
よ
う
で
あ
る
。

ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
に
は
、

○
め
冨
凰
呉
尉
３
９
の
⑦
ヨ
ヨ
目
が

あ
り
、
若
山
淳
四
郎
教
授
が
日
本
部
門
担

当
で
、
図
書
室
に
は
民
俗
学
関
係
の
も
の

も
あ
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
で
は
、
ロ
ー
マ
国

私
の
七
月

V－

し
て
い
た
私
が
、
当
館
に
赴
任
し
て
国
家

公
務
員
と
な
っ
た
の
が
、
一
昨
年
の
七
月

一
日
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
時
は
、
創
設
四
年
目
で
ま
だ
卒
業

生
も
出
し
て
い
な
い
新
設
学
部
、
特
に
私

立
古
文
沓
館
と
イ
タ
リ
ア
総
合
カ
タ
ロ
グ

細
纂
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
た
が
、
と
く
に

後
者
の
大
き
な
規
模
と
建
築
に
感
心
し
た
。

ま
た
フ
ラ
ン
ス
と
同
様
に
幹
部
に
婦
人
が

多
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
最
近
、
日
本

大
使
館
等
の
世
話
が
実
っ
て
、
イ
タ
リ
ア

に
お
け
る
日
本
学
研
究
者
の
結
成
が
行
わ

れ
た
。
ミ
ラ
ノ
、
ナ
ポ
リ
、
ロ
ー
マ
等
の
日

本
研
究
家
の
大
同
団
結
な
の
で
、
凹
期
的

な
現
象
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
事
務
連
絡
に

は
、
ロ
ー
マ
の
日
本
文
化
会
館
が
当
た
る

の
で
あ
ろ
う
。
（
参
照
．
岩
倉
呉
忠
「
イ

タ
リ
ア
に
お
け
る
日
本
研
究
ｌ
そ
の
現
状

と
動
向
ｌ
」
『
び
ぶ
ろ
す
』
一
九
七
二
年

一
二
月
）福

田
秀
一

－9－

ラ
シ
ー
ヌ
高
等
学
校

セ
ー
プ
ル
高
等
学
校

高
等
研
究
実
用
学
院

リ
ォ
ン
第
二
大
学
イ
タ
リ
ア
、
ス
ラ

ブ
間
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
極
東
（
牧
育

研
究
単
位
）
日
本
語
徽
座

パ
リ
第
七
大
学
東
ア
ジ
ア
言
語
文
化

（
教
育
研
究
単
位
）
日
本
研
究
所

パ
リ
第
三
大
学
国
立
東
洋
言
語
文
化

研
究
所
朝
鮮
日
本
学
科

機
関
名

一

人

一

人

五
人

一

人

一

二

人

一

九

人

日
本
関
係
教
員

約
一
○
人

約
一
○
人

川
血
人
企
Ⅱ
挙
部

一
四
二
人
一
群
学
癖
一
一
こ
い

六

三

一

人
－

学
部
六
○
○
人

大
学
院
三
二
人

日
本
学
専
攻
学
生
数
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に
と
っ
て
は
か
つ
て
の
恩
師
や
友
人
も
多

く
、
親
し
さ
や
居
心
地
の
よ
さ
こ
の
上
な

い
職
場
を
去
る
一
沫
の
淋
し
さ
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
は
春
夏
も
大
学
の

よ
う
に
は
休
め
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
的
な

生
活
に
な
る
の
だ
、
一
応
毎
朝
き
ち
ん
と

満
員
電
車
で
通
勤
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
だ
、
と
い
っ
た
覚
悟
や
悲
壮
な
（
？
）

決
意
の
方
が
大
き
く
、
と
に
か
く
毎
朝
決

ま
っ
た
時
間
に
起
き
て
出
か
け
る
こ
と
に

精
一
杯
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
あ
ら
か
じ
め

自
ら
に
言
っ
て
聞
か
せ
た
覚
悟
の
故
か
、

そ
れ
と
も
緊
張
の
効
果
か
、
あ
ま
り
こ
れ

を
強
調
し
て
精
神
主
義
者
に
利
用
さ
れ
て

も
困
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
夏
は
思
い
の
外

に
パ
テ
ず
、
そ
し
て
夏
が
終
っ
て
も
疲
れ

も
出
ず
、
私
の
当
館
勤
務
の
滑
り
出
し
は
、

少
く
と
も
肉
体
的
に
は
順
調
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
勤
務
の
実
態
・
内
容
は
、
い

わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
は
大
分
違
う
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
丁
度
世
間
ｌ
少
く
と
も

大
学
の
先
生
方
が
夏
休
み
に
入
ろ
う
と
す

る
時
に
、
そ
し
て
近
年
は
次
第
に
企
業
も

夏
休
み
を
取
入
れ
つ
つ
あ
る
趨
勢
の
中
で
、

そ
れ
に
背
を
向
け
て
汗
を
か
き
な
が
ら
毎

日
出
勤
す
る
の
は
、
少
し
大
げ
さ
に
言
え

ば
国
家
百
年
の
事
業
の
礎
の
た
め
で
あ
り
、

そ
し
て
自
分
は
進
ん
で
そ
こ
に
飛
込
ん
だ

殉
教
者
の
一
人
な
の
だ
と
い
う
、
い
さ
さ

か
の
ヒ
ア
ロ
イ
ズ
ム
に
生
き
甲
斐
を
な
ぞ

一

- －

ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
も
、
事
実
で
あ

る
。
実
際
「
夏
休
み
」
の
な
い
生
活
と
い

う
の
は
小
学
校
以
来
初
め
て
の
こ
と
だ
っ

た
か
ら
、
そ
の
位
オ
ー
・
ハ
ー
に
自
己
暗
示

を
か
け
な
け
れ
ば
、
熱
で
も
出
し
は
し
ま

い
か
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
案
ず
る
よ
り
生
む
が
易
し

で
、
そ
れ
に
根
が
楽
天
的
だ
か
ら
、
か
な

り
忙
し
い
毎
日
の
生
活
に
も
、
直
き
慣
れ

た
。
そ
し
て
ま
た
、
忙
し
い
と
い
う
こ
と

は
生
き
甲
斐
・
働
き
甲
斐
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
。
そ
れ
が
創
設
期
の
当
館

と
し
て
ど
れ
だ
け
有
益
か
と
い
う
客
観
的

な
判
定
は
む
ず
か
し
い
で
あ
ろ
う
が
、
「
天

の
時
、
地
の
利
」
は
と
も
か
く
、
評
議
員
．

収
集
計
画
委
員
・
調
査
員
の
各
位
や
資
料

所
蔵
者
そ
の
他
関
係
各
方
面
の
御
協
力
と

御
配
慮
、
そ
れ
に
館
員
わ
れ
わ
れ
の
努
力

を
含
め
た
「
人
の
和
」
を
得
て
、
最
近
は

あ
る
程
度
創
設
期
と
し
て
の
軌
道
に
乗
っ

た
と
言
っ
て
よ
い
か
と
、
私
は
思
っ
て
い

つ
（
》
◎

そ
の
点
で
は
、
一
年
前
の
今
ご
ろ
よ
り

は
大
分
進
ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

実
は
去
年
の
七
月
初
め
に
は
、
私
は
当
館

に
就
任
し
て
の
一
周
年
を
は
っ
き
り
意
識

し
て
、
い
さ
さ
か
の
思
い
に
ふ
け
っ
た
の

で
あ
っ
た
。
ま
だ
、
私
が
ｌ
と
言
う
よ
り

も
館
が
、
少
く
と
も
当
部
（
文
献
資
料
部
）

が
’
十
分
業
務
に
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
、

（
と
、
今
か
ら
は
思
え
る
）
た
め
も
あ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
の
一
年
間
、
調
査
報
告
な
ど
は

沢
山
頂
い
た
け
れ
ど
も
、
開
館
に
備
え
て

の
急
務
の
一
つ
で
あ
る
収
集
（
マ
イ
ク
ロ

撮
影
）
な
ど
に
つ
い
て
は
何
を
し
て
き
た

か
、
そ
の
成
果
の
乏
し
さ
を
か
え
り
み
て
、

大
い
に
反
省
も
し
、
悩
み
も
し
た
の
で
あ

っ
た
。と

こ
ろ
が
今
年
は
、
七
月
一
日
に
私
の

記
念
日
を
祝
う
（
？
）
の
を
忘
れ
、
七
月

一
杯
〆
切
と
い
う
こ
の
稿
に
取
り
か
か
ろ

う
と
し
て
、
初
め
て
私
に
お
け
る
七
月
の

意
味
に
気
づ
い
た
次
第
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
体
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
か
。

一
つ
に
は
や
は
り
、
今
も
書
い
た
よ
う

に
、
日
常
の
業
務
が
あ
る
程
度
機
能
化
し

て
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
で
あ

ろ
う
。
当
館
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、
当

館
の
調
査
・
収
集
（
主
と
し
て
マ
イ
ク
ロ

撮
影
）
は
何
を
ど
の
４
７
に
す
べ
き
で
あ

る
か
、
と
い
っ
た
根
本
問
題
は
無
論
重
要

で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
は
当
初
は
あ
る

程
度
試
行
錯
誤
も
止
む
を
得
な
い
と
、
館

長
の
お
墨
付
も
頂
い
て
い
る
し
、
実
際
こ

う
い
っ
た
問
題
に
は
唯
一
絶
対
の
回
答
は

あ
り
得
な
い
よ
う
に
も
思
う
が
、
い
つ
ま

で
も
試
行
錯
誤
ば
か
恥
で
い
る
こ
と
は
許

さ
れ
ず
、
好
む
好
ま
い
は
別
と
し
て
、
今

は
テ
ス
ト
か
ら
営
業
用
の
試
運
転
に
入
っ

た
段
階
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
例
え

シ
ー

二
日
（
火
）
ｌ
ｌ
上
野
発
八
・
○
○
の

「
も
り
お
か
一
号
」
で
水
戸
へ
。
彰
考
館

本
の
第
五
次
（
本
年
度
第
二
次
）
収
集
（
搬

影
）
の
初
日
で
、
同
館
本
の
収
集
に
際
し

て
は
、
毎
度
初
日
に
は
当
館
（
今
ま
で
の

と
こ
ろ
私
）
が
顔
を
出
す
約
束
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
今
回
の
収
集
書
目
は
、

物
語
・
日
記
・
古
浄
瑠
璃
・
仮
名
草
子
な

ど
約
二
百
点
で
、
所
要
日
数
約
十
日
間
の

見
咽
喝
そ
の
リ
ス
ト
は
既
に
先
方
に
は
送

っ
て
あ
る
が
、
当
部
用
と
業
者
用
の
各
一

部
、
そ
れ
に
撮
影
用
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
鞄
の

中
で
結
構
重
い
・
業
者
は
水
戸
の
近
く
に

ば
各
本
の
調
査
す
べ
き
項
目
と
そ
の
処
理

の
仕
方
に
お
い
て
、
又
各
文
庫
へ
の
収
集

出
願
の
手
順
と
そ
の
実
行
の
方
法
に
つ
い

て
、
等
々
。

た
だ
、
業
務
が
あ
る
程
度
軌
道
に
乗
っ

た
と
言
っ
て
も
、
そ
し
て
私
が
い
く
ら
楽

天
家
で
も
、
い
わ
ば
私
な
り
の
一
大
決
心

を
も
っ
て
当
館
に
赴
任
し
た
記
念
日
（
？
）

を
、
三
年
目
に
し
て
早
く
も
忘
れ
る
と
い

う
の
は
、
い
く
ら
か
不
思
議
で
あ
る
。
そ

こ
で
思
う
に
、
こ
の
七
月
は
か
な
り
忙
し

く
、
去
年
の
よ
う
に
感
慨
に
浸
っ
て
い
る

暇
が
な
か
っ
た
よ
う
に
も
思
う
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
、
こ
の
七
月
の
初
め
に
私
が

館
の
仕
事
と
し
て
何
を
し
た
か
を
、
日
記

風
に
思
い
出
し
て
み
る
。

－10－
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出
張
所
の
あ
る
Ｔ
写
真
で
、
撮
影
用
の
リ

ス
ト
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
予
め
館
に
呼
ん
で

渡
す
時
も
あ
る
が
、
今
回
は
間
に
合
わ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

大
量
に
出
納
し
て
下
さ
る
労
苦
へ
の
心

ば
か
り
の
謝
意
に
、
上
野
駅
で
「
江
戸
お

か
き
」
を
一
罐
求
め
、
急
行
電
車
に
一
時

間
も
揺
ら
れ
て
水
戸
駅
へ
着
く
と
、
例
に

よ
っ
て
Ｔ
写
真
の
車
が
来
て
い
る
。
重
い

カ
メ
ラ
を
運
ぶ
た
め
で
あ
る
が
、
私
も
便

乗
す
る
慣
例
で
あ
る
．
と
こ
ろ
が
こ
の
日

は
カ
メ
ラ
マ
ン
氏
が
上
野
八
時
に
乗
り
遅

れ
た
旨
電
話
が
あ
っ
た
由
で
、
大
雨
の
中

を
先
ず
私
だ
け
彰
考
館
へ
送
っ
て
貰
い
、

学
芸
員
の
Ｔ
氏
に
挨
拶
。

こ
の
雨
で
果
し
て
書
庫
に
入
っ
て
本
を

出
し
て
頂
け
る
か
と
心
配
し
た
が
、
Ｔ
氏

も
毎
度
の
こ
と
で
す
っ
か
り
慣
れ
て
、
既

に
お
送
り
し
て
あ
っ
た
リ
ス
ト
の
順
に
本

を
用
意
し
て
下
さ
っ
て
あ
っ
た
。
別
室
か

ら
、
リ
ス
ト
の
一
頁
分
ず
つ
に
し
た
山
を

閲
覧
室
に
運
ん
で
は
、
順
に
机
の
上
へ
置

い
て
行
か
れ
る
。
私
は
そ
れ
を
改
め
て
リ

ス
ト
と
対
照
し
つ
つ
、
出
な
か
っ
た
本
Ｉ

大
方
は
、
戦
災
で
焼
失
し
た
も
の
を
、
こ

ち
ら
が
誤
っ
て
出
願
し
て
し
ま
っ
た
も
の

ｌ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
一
方
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
書
名
・
冊
帖
数
．
刊
写
の
別
や
年
代

等
を
現
物
と
照
合
し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

必
要
な
限
り
の
加
筆
修
正
を
施
し
た
上
、

そ
う
し
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
各
本
の
冒
頭
近

く
に
挾
む
。
カ
メ
ラ
マ
ン
が
表
紙
に
先
立

っ
て
そ
れ
を
撮
影
す
る
た
め
で
あ
る
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
通
例
収
集
出
願
リ
ス

ト
か
ら
作
る
。
そ
の
リ
ス
ト
は
元
来
調
査

報
告
を
基
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、
目
下
の

と
こ
ろ
は
既
刊
目
録
を
基
に
し
て
い
る
場

合
も
多
く
、
彰
考
館
も
そ
れ
で
あ
る
。
従

っ
て
そ
の
場
合
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
精
粗
は

原
目
録
に
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
彰

考
館
本
で
も
、
装
訂
や
刊
写
の
年
代
は
タ

ー
ゲ
ッ
ト
作
成
時
点
に
は
分
ら
な
い
。
そ

こ
で
右
に
言
っ
た
「
加
筆
」
に
は
こ
の
点

が
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
当
館
で
は

今
の
と
こ
ろ
巻
子
本
は
「
軸
」
、
列
帖
本

な
ど
は
「
帖
」
、
袋
綴
本
は
「
冊
」
を
も

っ
て
数
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
、
冊

帖
数
の
欄
は
こ
れ
ら
の
助
数
詞
の
ど
れ
か

一
つ
を
選
ん
で
○
で
囲
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
が
案
外
手
間
取
る
が
、
そ
の
過
程
で

冊
帖
数
が
正
確
か
ど
う
か
神
経
を
配
れ
て

却
っ
て
良
い
と
も
言
え
よ
う
。
刊
写
年
代

の
方
は
、
時
に
考
え
込
む
こ
と
も
あ
る
が
、

分
ら
な
け
れ
ば
分
る
範
囲
で
と
割
切
っ
て
、

「
江
戸
（
刊
）
」
と
か
「
江
戸
初
中
期
（
写
）
」

と
か
、
蛮
勇
を
振
っ
て
記
入
し
て
お
く
。

こ
の
作
業
を
し
て
い
る
間
に
、
改
め
て

迎
え
に
行
っ
た
車
で
カ
メ
ラ
マ
ン
の
Ｋ
氏

到
着
。
聞
け
ば
昨
日
の
朝
、
半
月
ば
か
り

続
い
た
当
館
の
仕
事
で
酒
田
か
ら
帰
り
、

ー－

昨
日
も
一
日
そ
の
跡
始
末
が
あ
っ
た
た
め
、

つ
い
寝
坊
し
て
乗
り
遅
れ
た
由
○
さ
も
あ

り
な
ん
と
同
情
し
た
。

そ
の
後
昼
を
挾
み
、
カ
メ
ラ
を
組
立
て
、

ラ
イ
ト
や
ピ
ン
ト
な
ど
を
調
え
終
っ
た
Ｋ

氏
に
、
撮
影
の
順
序
や
フ
イ
ル
ム
に
半
端

が
出
た
時
の
処
置
な
ど
に
つ
き
注
意
、
間

紙
（
あ
い
し
）
を
入
れ
る
必
要
の
あ
る
も
の

の
見
当
づ
け
や
、
折
本
の
搬
影
の
順
序
（
表

か
ら
先
）
な
ど
を
指
示
し
て
、
一
日
分
の

公
務
を
終
り
、
泥
淳
の
中
を
宿
舎
へ
向
う
。

三
日
（
水
）
１
１
早
朝
水
戸
発
、
水
郡
線

経
由
で
会
津
若
松
へ
。
こ
こ
で
、
先
年
一

兇
し
た
市
立
図
書
館
に
改
め
て
当
館
と
し

て
の
挨
拶
に
立
寄
り
、
「
概
要
」
を
渡
し

て
当
館
の
趣
旨
を
述
べ
、
和
本
類
の
所
蔵

状
況
を
拝
見
し
て
後
日
の
調
査
・
収
集
の

下
づ
も
り
を
す
る
。
数
日
前
電
話
で
一
応

予
告
は
し
て
お
い
た
が
、
館
長
は
急
用
で

不
在
。
し
か
し
資
料
係
長
Ｉ
氏
が
親
切
に

応
対
・
案
内
し
て
下
さ
る
。
当
館
と
し
て

の
必
要
資
料
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
が
、

不
日
調
査
の
要
を
感
ず
る
。

午
后
、
大
雨
の
中
を
磐
梯
高
原
・
ス
カ

イ
バ
レ
ー
経
由
の
バ
ス
で
米
沢
へ
。
市
立

図
書
館
で
北
海
道
東
北
地
区
の
調
査
員
諸

氏
が
共
同
調
査
（
近
日
当
館
収
集
の
た
め
）

を
し
て
下
さ
っ
て
お
り
、
そ
の
挨
拶
と
収

集
打
合
せ
の
た
め
で
あ
る
。
徳
田
助
手
は

先
着
の
筈
○
荒
天
の
故
か
、
途
中
か
ら
乗

V
ｰ

客
は
私
一
人
。
夕
方
近
く
米
沢
駅
へ
着
い

て
、
タ
ク
シ
ー
で
図
書
館
に
か
け
つ
け
、

Ｗ
館
長
（
昨
秋
お
訪
ね
し
て
、
今
回
の
こ

と
は
大
凡
お
願
い
し
て
お
い
た
）
と
一
し

き
り
御
挨
拶
。
県
図
書
館
協
会
大
会
の
準

備
で
特
に
忙
し
い
時
期
に
当
館
の
調
査
が

入
っ
て
恐
縮
す
る
。
そ
う
こ
う
す
る
中
に

本
日
に
予
定
し
た
調
査
は
終
っ
て
し
ま
い
、

調
査
員
諸
氏
に
は
申
し
訳
な
い
こ
と
を
し

た
。

蒸
暑
い
中
を
御
苦
労
だ
っ
た
と
思
う
が
、

特
に
列
帖
装
の
「
源
氏
物
語
」
と
謡
本
と

は
糸
が
切
れ
て
錯
簡
が
起
っ
て
お
り
、
文

章
の
続
き
や
内
容
か
ら
そ
れ
を
訂
す
の
に

骨
が
折
れ
、
そ
れ
で
も
糸
を
外
し
て
直
さ

ね
ば
な
ら
ぬ
（
従
っ
て
今
回
は
手
を
下
す

の
を
控
え
た
）
箇
所
が
「
源
氏
」
に
一
つ

あ
る
他
、
謡
本
の
方
は
そ
の
方
面
に
明
る

い
人
で
な
い
と
続
き
の
分
ら
ぬ
箇
所
が
多

く
残
っ
て
い
る
由
○
収
集
の
際
に
、
そ
う

し
た
調
査
員
の
協
力
を
乞
う
こ
と
に
し
た

い
と
思
う
．
去
年
東
大
国
文
学
研
究
室
本

の
収
集
の
時
に
も
、
や
は
り
「
源
氏
」
で

同
じ
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
も
折
よ
く
立

会
指
導
の
調
査
貝
（
当
時
は
収
集
貝
）
に

人
を
得
て
正
し
い
順
序
に
撮
影
す
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
に
た
び

た
び
出
会
う
に
つ
け
、
調
査
員
に
負
う
と

こ
ろ
の
多
い
こ
と
を
感
ず
る
。

四
日
（
木
）
１
１
午
前
、
市
立
図
書

一 ’ ’一
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館
本
共
同
調
査
の
第
三
日
。
予
め
出
願
し

た
リ
ス
ト
の
外
に
、
林
泉
文
庫
本
を
多
数

拝
目
足
調
査
員
が
多
く
二
人
一
組
と
な
っ

て
、
一
人
が
寸
法
や
丁
数
を
数
え
上
げ
、

も
う
一
人
が
カ
ー
ド
に
記
入
し
て
お
ら
れ

る
。
中
で
、
目
録
に
「
物
語
・
写
一
冊
、

多
く
〈
昔
男
あ
り
け
り
〉
で
始
ま
る
短
い

章
段
百
全
か
ら
成
る
」
と
か
い
う
風
に
あ

っ
た
も
の
は
、
案
の
定
「
伊
勢
」
の
一
本

で
あ
っ
た
。

午
后
は
、
近
く
の
山
形
大
学
工
学
部
の

会
議
室
で
北
海
道
東
北
地
区
調
査
員
会
議
○

木
造
な
が
ら
ど
っ
し
り
し
た
明
治
建
築
の

一
室
で
、
暫
し
俗
念
を
忘
れ
て
調
査
員
諸

氏
の
熱
心
な
計
画
や
真
剣
な
質
問
有
益

な
示
唆
を
承
り
、
夕
刻
解
散
○

列
車
の
都
合
で
も
う
一
晩
残
ら
れ
る
方

や
上
り
列
車
で
一
旦
福
島
へ
出
ら
れ
る
方

々
と
別
れ
て
山
形
へ
向
い
、
駅
前
で
そ
れ

ま
で
御
一
緒
だ
っ
た
Ｆ
調
査
員
と
も
お
別

れ
し
て
、
予
約
し
て
お
い
た
ホ
テ
ル
へ
向

う
。
明
日
は
帰
京
し
明
後
日
か
ら
ま
た
出

勤
だ
が
、
前
任
校
で
相
手
し
て
こ
の
二
月

に
私
も
招
か
れ
当
地
で
挙
式
し
た
教
え
子

が
、
明
日
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
へ
会
い
に
来

る
約
束
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
帰
れ
ば
、

来
週
の
鶴
見
大
の
収
集
や
再
来
週
の
蓬
左

文
庫
の
調
査
打
合
せ
と
中
京
地
区
会
議
の

準
備
、
三
手
文
庫
の
収
集
の
交
渉
、
そ
の

間
を
縫
っ
て
マ
イ
ク
ロ
・
建
築
そ
の
他
の

一
）

委
員
会
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
予
定
が
詰
っ

て
忙
し
い
か
ら
、
今
夜
は
少
し
く
つ
ろ
い

本
誌
前
号
に
は
、
昭
和
四
十
八
年
六
月

末
日
ま
で
に
当
部
で
行
っ
た
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
記
し
た
の
で
、
今
回
は
同
年
七

月
一
日
以
降
、
四
十
九
年
六
月
末
日
ま
で

の
事
業
経
過
を
報
告
す
る
。
文
献
資
料
部

で
は
開
館
に
備
え
て
、
現
在
文
献
資
料
の

マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
収
集
に
も
っ
と
も
努

力
を
傾
注
し
て
い
る
が
、
所
蔵
者
の
意
向

も
あ
っ
て
、
必
し
も
道
は
平
坦
で
は
な
い
。

し
か
し
、
大
方
の
理
解
に
よ
り
、
全
体
と

し
て
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
感
が
深
い
。

昭
和
四
十
八
年
度
（
下
期
）

｜
、
国
文
学
文
献
資
料
鯛
査
員
・
収

集
員
愛
知
・
三
重
特
別
会
蟻
の

開
催

昭
和
四
十
八
年
七
月
十
八
日
、
名
古
屋

大
学
本
部
会
議
室
に
お
い
て
、
刈
谷
市
立

図
書
館
の
綜
合
調
査
、
名
古
屋
大
学
、
神

宮
文
庫
等
の
調
査
計
画
に
つ
い
て
協
議
す

る
た
め
、
愛
知
・
三
重
地
区
の
調
査
員
・

収
集
員
に
参
集
い
た
だ
き
、
特
別
会
議
を

開
催
し
た
。
当
部
か
ら
は
松
田
・
福
田
の

》Ｉ
１
１
Ｌ

文
献
資
料
部
事
業
報
告大

久
保
正

両
名
が
出
席
し
、
刈
谷
市
立
図
書
館
の
綜

合
調
査
、
神
宮
文
庫
調
査
等
の
本
年
度
実

施
が
決
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
十
月
十
日
、
三
重
大
学
本
部
会

館
に
お
い
て
、
刈
谷
市
立
図
書
館
綜
合
調

査
の
検
討
、
収
集
計
画
等
に
つ
い
て
協
議

す
る
た
め
第
二
回
特
別
会
議
を
開
催
、
当

部
よ
り
松
田
が
出
席
し
た
。

二
、
刈
谷
市
立
図
書
館

綜
合
調
査
の
実
施

八
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、

六
日
間
に
わ
た
り
、
刈
谷
市
立
図
書
館
の

好
意
に
よ
る
綜
合
調
査
を
実
施
し
た
。
参

加
人
員
は
、
後
藤
重
郎
調
査
員
ほ
か
十
名

で
、
所
期
の
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

三
、
北
海
道
・
東
北
地
区

鯛
査
員
会
蟻
の
開
催

九
月
十
一
日
、
酒
田
市
中
央
公
民
館
に

お
い
て
開
催
。
各
調
査
員
よ
り
本
年
度
に

お
け
る
文
献
資
料
所
在
調
査
の
状
況
に
つ

い
て
報
告
が
行
わ
れ
、
今
後
の
調
査
計
画
．

方
針
等
に
つ
い
て
も
協
議
さ
れ
た
。
当
部

か
ら
は
、
福
田
、
杉
山
の
両
名
が
出
席
し
た
。

で
英
気
を
養
い
、
帰
っ
て
か
ら
の
仕
事
に

備
え
よ
う
か
。

‐ ‐
１
０

四
、
中
部
・
近
織
地
区

飼
査
員
会
臓
の
開
催

十
月
十
八
日
、
京
都
大
学
楽
友
会
館
二

階
一
号
室
に
お
い
て
開
催
、
当
館
に
お
け

る
本
年
度
の
調
査
収
集
方
針
の
説
明
、
各

調
査
員
の
調
査
状
況
報
告
が
な
さ
れ
、
種

々
意
見
の
交
換
が
行
わ
れ
た
。
当
部
か
ら

は
松
田
が
出
席
し
た
。

五
、
中
国
・
四
国
・
九
州
地
区

調
査
員
会
議
の
開
催

十
月
十
八
日
、
九
州
大
学
本
部
第
一
会

議
室
に
お
い
て
開
催
。
種
々
意
見
の
交
換

が
行
わ
れ
た
。
当
部
よ
り
は
日
野
が
出
席

し
た
。

六
、
関
東
・
甲
信
越
地
区

調
査
員
会
議
の
開
催

十
月
三
十
一
日
、
当
館
会
議
室
に
お
い

て
開
催
。
各
調
査
員
よ
り
本
年
度
の
調
査

報
告
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
今
後
の
調

査
収
集
計
画
に
つ
い
て
も
種
々
協
議
が
行

わ
れ
た
。
当
部
か
ら
は
全
員
が
出
席
し
た
。

七
、
国
文
学
文
献
資
料
鯛
査
員
お
よ

び
収
集
員
協
繊
打
合
わ
せ
会
の

開
催

四
十
九
年
一
月
二
十
五
日
、
学
士
会
館

三
階
大
集
会
室
に
調
査
員
、
同
館
二
階
大

集
会
室
に
収
集
員
の
参
集
を
求
め
、
昭
和

四
十
八
年
度
の
調
査
収
集
結
果
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
る
と
共
に
、
個
別
的
に
打
合

わ
せ
、
協
議
を
行
っ
た
．

－ 12－
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八
、
国
文
学
文
献
資
料
収
集
計
画

委
員
会
の
開
催

四
十
九
年
二
月
二
十
六
日
、
当
館
会
縦

室
に
お
い
て
昭
祁
川
十
八
年
度
第
二
Ｍ
の

委
員
会
を
開
催
し
、
本
年
度
の
文
献
盗
料

概
要
に
つ
い
て
説
明
し
、
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
今
後
の
収
集
計
画
に
つ

い
て
も
有
益
な
助
一
別
が
あ
っ
た
。

九
、
国
文
学
文
献
資
料

調
査
報
告
書
の
刊
行

昭
和
四
十
七
年
度
に
お
け
る
文
献
資
料

調
査
貝
お
よ
び
収
集
貝
に
よ
る
調
査
収
集

結
果
綴
杵
齊
に
雌
づ
き
、
『
国
文
学
文
献

涜
料
所
在
調
査
仮
Ⅱ
録
・
昭
和
四
十
七
年

度
』
（
Ａ
５
判
三
○
一
頁
）
を
刊
行
し
た
。

＋
、
昭
和
四
十
八
年
度
文
献
資
料

胸
査
お
よ
び
収
集
の
概
要

川
十
八
年
度
に
お
い
て
文
献
涜
料
調
在

貝
・
収
集
貝
に
委
嘱
し
た
文
献
涜
料
調
侮
、

お
よ
び
収
集
に
つ
い
て
は
、
調
査
貝
・
収

集
貝
の
全
員
に
「
文
献
資
料
調
査
結
果
報

告
書
」
・
「
文
献
資
料
収
集
計
画
苫
」
を

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
結
果
、
喝

館
の
文
献
資
料
収
集
の
雅
礎
資
料
と
し
て
、

全
国
各
地
に
お
け
る
文
献
資
料
調
査
書
目

カ
ー
ド
約
三
、
川
○
○
枚
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
、
約
八
、
二
○
○
点
の
文
献
登
料

の
所
在
状
況
、
収
集
の
可
否
等
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
、
川
Ｉ
九
年
以
降
に

お
け
る
当
館
の
収
集
計
画
に
多
大
の
寄
与

を
得
た
。
ま
た
、
戯
片
Ⅱ
録
（
一
五
点
）
、

研
究
紀
要
数
（
二
六
点
）
の
収
集
に
も
御

協
力
い
た
だ
い
た
。

次
に
、
昭
和
川
十
八
年
度
に
、
調
在
貝
．

収
集
貝
の
御
協
力
を
得
て
当
部
で
収
集
し

得
た
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
・
紙
焼
写
真
の

概
況
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

ｌ
東
京
大
学
例
文
学
研
究
室

「
新
撰
菟
玖
波
集
」
ほ
か
三
四
七
点

２
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館

「
和
漢
書
籍
名
目
」
ほ
か
二
二
八
点

３
名
古
屋
大
学
国
文
学
研
究
室

「
紀
記
歌
集
」
ほ
か
一
五
二
点

４
京
都
大
学
国
文
学
研
究
室

「
古
今
俳
譜
明
題
集
」
ほ
か
一
二
五
点

５
香
川
大
学
附
属
図
書
館

「
六
面
悉
歌
合
」
ほ
か
三
七
点

６
内
閣
文
庫

「
竹
取
物
語
」
ほ
か
九
五
点

７
宮
内
庁
詳
陵
部

「
安
芸
集
」
ほ
か
三
九
八
点

８
高
松
宮
御
所
蔵
旧
有
栖
川
宮
御
本

「
新
撰
和
歌
」
ほ
か
二
三
六
点

９
都
立
日
比
谷
図
書
館

「
ひ
が
し
山
」
ほ
か
一
六
四
点

皿
伊
貨
上
野
市
立
図
菩
館

「
猿
蓑
」
ほ
か
二
七
点

皿
酒
田
市
立
光
丘
図
＃
館

「
井
蛙
抄
」
ほ
か
二
三
点

吃
武
雄
市
鍋
島
文
庫

ー－1

昭
和
四
十
九
年
度
（
上
期
）

｜
、
国
文
学
文
献
資
料
収
集

計
画
委
員
の
委
嘱

昭
和
四
十
九
年
度
収
集
計
画
委
員
は
、

前
年
度
委
員
十
名
に
留
任
を
願
う
こ
と
に

決
定
、
四
月
一
Ｈ
付
を
も
っ
て
発
令
さ
れ
た
。

「
源
三
位
緬
政
集
」
ほ
か
一
二
○
点

過
長
野
市
所
蔵
旧
真
田
家
本

「
古
今
和
歌
集
」
ほ
か
一
八
点

Ｍ
長
野
県
立
側
沸
館

「
松
心
集
」
ほ
か
一
五
九
点

嘔
彰
考
館

「
後
拾
遺
疑
蠅
」
ほ
か
二
八
三
点

肥
本
居
育
長
記
念
鮒

「
古
事
記
伝
」
稿
本
ほ
か
五
三
点

Ⅳ
和
中
文
庫

「
百
人
一
首
抄
」
ほ
か
一
○
七
点

出
初
雁
文
庫

「
古
今
和
歌
典
」
ほ
か
一
六
○
点

⑬
東
洋
文
庫

「
貞
女
白
無
垢
」
ほ
か
二
三
七
点

加
既
製
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
（
購
入
）

大
神
寓
故
惟
剛
簾
三
二
点
・
大
東
急

記
念
文
庫
・
江
戸
文
学
総
嗽
九
五
点
、

大
東
急
記
念
文
庫
・
物
語
文
学
総
職
八

七
三
点
、
静
嘉
堂
文
庫
・
国
語
学
資
料

集
成
四
六
四
点
、
東
京
大
学
附
属
図
書

館
酒
竹
文
庫
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
二

千
枚
。

一

■

‐

1

V

二
、
国
文
学
文
献
資
料

調
査
員
の
委
嘱

昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
、
従
来
の
文
献

資
料
調
査
貝
・
収
集
貝
を
、
文
献
黄
料
洲

査
員
の
名
称
を
も
っ
て
統
一
す
る
こ
と
と

し
、
北
海
道
・
東
北
地
区
九
名
、
関
東
地

区
二
十
六
名
、
中
部
地
区
二
十
五
名
、
近

畿
地
区
十
七
名
、
中
国
・
川
国
地
区
十
一

名
、
九
州
地
区
八
名
、
計
九
十
六
名
の
方

々
に
委
嘱
し
、
四
月
一
Ｈ
付
を
も
っ
て
発

令
さ
れ
た
。
（
後
二
尚
追
加
）

三
、
国
文
学
文
献
資
料

鯛
査
員
会
繊
（
総
会
）
の
開
催

五
月
二
十
一
Ｈ
、
同
二
十
二
日
の
二
Ｈ

間
に
わ
た
り
、
公
立
学
校
共
済
組
合
本
部

大
会
議
室
に
て
文
献
資
料
調
査
員
会
議
、

（
総
会
）
を
州
樅
し
た
。
縦
恥
は
左
の
皿
り

で
あ
る
が
、
本
年
は
当
部
に
お
い
て
「
剛

文
学
文
献
涜
料
調
査
要
微
」
を
作
成
配
布

し
、
各
地
区
に
お
け
る
調
炎
方
法
の
統
一

整
備
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
活
発
な
討
議

が
行
わ
れ
た
。

第
一
日
磯
咽

㈲
昭
和
四
十
八
年
度
文
献
資
料
調
査
収
集

結
果
に
つ
い
て

。
昭
和
四
十
九
年
度
文
献
賓
料
調
査
貝
委

嘱
に
つ
い
て

脚
昭
和
四
十
九
年
度
文
献
黄
料
調
査
収
集

計
画
に
つ
い
て

四
当
館
か
ら
の
要
望
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第
二
日
議
燕

Ｈ
国
文
学
文
献
涜
料
捌
査
要
領
に
つ
い
て

口
各
地
区
に
お
け
る
調
査
に
つ
い
て

口
そ
の
他

な
お
、
当
館
か
ら
は
、
文
献
資
料
部
全

員
の
ほ
か
、
館
長
、
研
究
情
報
部
長
、
管

理
部
長
、
各
課
長
、
関
係
事
務
官
が
出
席

し
た
。

四
、
特
別
鱗
演
の
実
施
に
つ
い
て

文
献
資
料
調
査
法
研
究
に
資
す
る
た
め
、

五
月
二
十
二
日
左
の
講
演
を
実
施
し
た
。

文
献
資
料
調
査
員
、
本
館
関
係
教
職
貝
が

出
席
し
て
多
大
の
感
銘
を
受
け
た
。

特
別
講
演
「
書
物
の
装
訂
に
つ
い
て
」

東
京
教
育
大
学
名
誉
教
授
山
岸
徳
平

五
、
国
文
学
文
献
資
料

収
集
計
画
委
員
会
の
開
催

六
月
二
十
五
日
当
館
会
議
室
に
お
い

て
第
一
回
収
集
計
画
委
貝
会
を
開
催
し
た
。

議
事
は
左
の
通
り
で
あ
る
が
、
四
十
九
年

度
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
種
々
有
益
な
助

言
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

㈲
昭
和
四
十
九
年
度
調
査
此
の
委
嘱
に
つ

い
て

口
昭
和
四
十
九
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

口
そ
の
他

な
お
、
当
館
か
ら
は
、
文
献
資
料
部
全

員
の
ほ
か
、
館
長
、
研
究
情
報
部
長
、
符

理
部
長
ほ
か
関
係
孵
務
向
が
出
席
し
た
。

六
、
北
海
道
・
東
北
地
区
文
献
資
料

_一

ー ー

鯛
査
員
共
同
鯛
査
、
お
よ
び
北

海
道
・
東
北
地
区
会
繊
の
開
催

に
つ
い
て

七
月
二
日
よ
り
四
日
ま
で
、
北
海
道
・

東
北
地
区
関
係
文
献
資
料
調
査
員
に
よ
る

米
沢
市
立
図
書
館
共
同
調
査
を
実
施
し
、

あ
わ
せ
て
七
月
四
日
、
山
形
大
学
工
学
部

会
議
室
に
お
い
て
、
北
海
道
・
東
北
地
区

会
議
を
開
催
し
た
。
会
縦
で
は
、
米
沢
市

立
図
書
館
共
同
調
査
結
果
の
集
約
の
ほ
か
、

本
年
度
の
同
地
区
に
お
け
る
調
査
収
集
計

画
に
つ
い
て
討
議
が
行
わ
れ
た
。
当
部
か

ら
は
、
福
田
・
徳
田
の
両
名
が
出
席
し
た
。

七
、
国
文
学
文
献
資
料
飼
査
員

中
国
・
四
国
地
区
会
議
の
開
催

七
月
六
日
、
香
川
大
学
本
部
五
階
第
三

会
議
室
に
お
い
て
開
催
、
本
年
度
同
地
区

に
お
け
る
調
査
収
集
計
画
に
つ
い
て
説
明

・
討
議
が
行
わ
れ
、
金
刀
比
羅
宮
図
諜
館
、

高
松
市
松
平
公
益
会
の
調
査
収
集
に
つ
い

て
具
体
的
な
打
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
。
な

お
、
当
部
か
ら
は
、
日
野
・
伊
井
の
両
潴

が
出
席
し
た
。

八
、
国
文
学
文
献
資
料
鋼
査
員

九
州
地
区
会
識
の
開
催

七
月
十
日
、
九
州
大
学
本
部
会
議
室
に

お
い
て
開
催
、
当
部
か
ら
松
田
が
出
席
、

ま
た
館
長
も
同
席
し
た
。
本
年
度
の
九
州

地
区
に
お
け
る
調
在
収
集
計
画
に
つ
い
て

説
明
討
議
が
行
わ
れ
、
九
州
大
学
附
属
図

書
館
等
の
文
献
資
料
調
査
、
お
よ
び
収
集

が
こ
の
会
縦
を
通
じ
て
具
体
化
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

九
、
国
文
学
文
献
資
料
鋼
査
員

中
京
地
区
会
蟻
の
開
催

七
月
十
六
日
、
名
古
屋
共
済
会
館
に
お

い
て
開
催
、
当
部
か
ら
福
田
が
出
席
、
館

長
、
管
理
部
陵
も
側
席
し
た
。
福
田
か
ら

研
究
情
報
部
は
「
国
文
学
に
関
す
る
研

究
文
献
及
び
研
究
に
必
要
な
情
報
の
調
査

研
究
及
び
収
集
を
行
い
、
並
び
に
国
文
学

に
関
す
る
文
献
そ
の
他
の
資
料
の
整
理
、

保
存
及
び
閲
覧
を
行
う
（
史
料
館
の
所
掌

に
属
す
る
も
の
を
除
く
。
び
こ
と
を
任
務

と
す
る
（
「
国
文
学
研
究
資
料
館
組
織
運

営
規
則
」
）
。
共
同
利
用
機
関
と
し
て
国
の

内
外
の
利
用
者
・
研
究
者
を
対
象
と
し
て

Ｈ
閲
覧
体
制
、
口
共
同
利
用
研
究
巻
、
側

学
会
と
の
関
係
の
三
点
に
留
意
し
な
が
ら

開
館
に
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
昭
和
川

十
九
年
度
に
な
っ
て
、
従
来
不
十
分
で
あ

っ
た
定
員
も
か
な
り
整
備
さ
れ
、
「
脚
文

学
研
究
資
料
館
組
織
運
営
規
則
」
に
唯
づ

く
怖
報
室
・
整
備
閲
覧
室
・
綱
集
室
・
参

考
室
・
情
報
処
理
室
の
五
室
に
よ
る
研
究

研
究
情
報
部
事
業
報
告

ヴ
ー

情
報
部
の
体
制
が
よ
う
や
く
四
月
十
一
日

か
ら
全
面
的
に
実
施
さ
れ
る
運
び
と
な
っ

た
。
（
「
国
文
学
研
究
資
料
館
の
内
部
組
織

に
関
す
る
訓
令
」
）

人
礪
と
し
て
は
昭
和
四
十
九
年
四
月
一

日
付
で
文
部
門
大
学
学
術
肋
付
よ
り
悩
報
察

に
山
中
光
一
助
教
授
が
、
ま
た
同
日
、
整

理
閲
覧
室
に
島
原
泰
雄
助
手
が
、
編
集
室

に
岩
下
武
彦
助
手
が
、
参
考
室
に
内
川
保

贋
助
手
が
済
任
し
た
。
ま
た
同
年
血
川
一

日
付
で
、
情
報
室
長
に
山
中
助
教
授
が
、

整
理
閲
覧
室
長
に
本
旧
助
教
授
が
、
綿
集

室
長
に
岡
助
教
授
が
、
参
考
室
長
に
本
川
助

教
授
（
併
任
）
が
、
情
報
処
理
室
長
に
古

川
（
併
任
）
が
発
令
さ
れ
た
。

一
、
情
報
室

情
報
室
は
、
「
国
文
学
に
関
す
る
研
究

蓬
左
文
庫
の
調
査
と
そ
の
方
法
・
計
画
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
ま
た
昨
年
度
に

引
続
い
て
刈
立
市
立
図
沸
館
等
の
共
同
調

査
を
本
年
も
実
施
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
話
合
い
が
行
わ
れ
た
。

古

川

清
彦
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文
献
お
よ
び
研
究
に
必
要
な
情
報
の
調
査

研
究
お
よ
び
収
集
を
行
う
ぜ
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。

現
在
、
情
報
室
は
、
各
大
学
・
出
版
社

等
に
協
力
を
依
頼
し
て
、
雑
誌
・
紀
要
等

八
二
種
を
継
続
的
に
収
集
し
て
い
る
ほ

か
、
全
国
新
聞
五
紙
、
地
方
新
聞
十
紙
か

ら
国
文
学
に
関
す
る
情
報
を
抽
出
整
理
し
、

ま
た
学
会
・
図
書
館
・
出
版
社
等
の
研
究

情
報
や
文
献
に
関
す
る
活
動
の
情
報
を
収

集
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
文
学
に
関
す
る
研
究
機
関
・

研
究
者
・
学
会
・
図
書
館
・
出
版
社
等

（
何
れ
も
外
国
の
も
の
を
含
む
一
情
報
源
に

関
す
る
資
料
フ
ァ
イ
ル
を
整
備
し
、
館
内

の
業
務
上
の
利
用
に
役
立
て
る
ほ
か
、
今

後
の
『
年
鑑
』
の
編
集
、
参
考
業
務
（
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
・
サ
ー
ビ
ス
）
、
案
内
業
務

（
ク
リ
ア
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
の
た
め
の

基
礎
資
料
と
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

つ
（
》
。

な
お
情
報
室
は
、
情
報
を
収
集
す
る
だ

け
で
な
く
、
館
の
活
動
に
関
す
る
情
報
を

利
用
者
等
外
部
の
人
に
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
館
内
各
部
の
協
力
を
得
て
、

「
館
報
」
の
発
行
の
仕
事
に
も
当
っ
て
い

る
。
「
国
文
学
研
究
資
料
館
報
」
は
従
来
は

年
一
回
の
発
行
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十

九
年
度
か
ら
は
年
二
回
発
行
す
る
予
定
で

あ
る
。

ま
た
東
京
女
子
大
学
に
事
務
局
を
お
く

「
国
語
国
文
学
会
連
絡
協
議
会
」
の
隔
月

の
会
合
に
は
情
報
室
か
ら
出
席
、
学
会
の

情
報
・
意
見
を
収
集
し
て
い
る
。
な
お
「
国

際
交
流
基
金
」
等
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
、

国
際
情
報
の
摂
取
に
努
め
て
い
る
。
（
古

川
は
別
稿
の
よ
う
に
、
四
十
八
年
九
月
か

ら
十
一
月
ま
で
海
外
に
お
け
る
国
文
学
の

研
究
情
報
の
調
査
収
集
の
た
め
欧
米
に
出

張
し
た
。
）

二
、
整
理
閲
覧
室

整
理
閲
覧
室
は
、
「
国
文
学
に
関
す
る

文
献
そ
の
他
の
資
料
の
整
理
、
保
存
お
よ

び
閲
覧
を
行
う
》
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

㈲
資
料
整
理
の
手
順
、
方
法
、
閲
覧
体

制
の
検
討
の
た
め
整
理
閲
覧
準
備
委
員
会

（
昭
和
四
十
八
年
）
、
整
理
閲
覧
委
員
会

（
本
年
）
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
事
務
処
理
を

行
っ
た
。
議
題
・
日
程
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
第
五
回
整
理
閲
覧
準
備
委
員
会
、
図

書
の
受
入
れ
、
登
録
・
整
理
に
つ
い
て
（
昨

年
七
月
二
十
五
日
）
。
第
六
Ｍ
、
文
献
資
料
部

よ
り
研
究
情
報
部
へ
の
資
料
の
流
れ
に
つ

い
て
（
九
月
五
日
）
・
第
七
回
、
マ
イ
ク

ロ
フ
イ
ル
ム
に
よ
る
資
料
の
収
集
と
整
理

に
つ
い
て
（
十
月
十
一
日
）
・
第
八
回
、
閲

覧
に
つ
い
て
（
一
月
九
日
）
・

本
年
一
月
よ
り
各
部
お
よ
び
史
料
館
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
委
員
二
名
を
選
出
し
て
整
理

閲
覧
委
員
会
が
発
足
し
た
。
第
一
回
、
図

ー－

書
資
料
の
購
入
手
続
き
に
つ
い
て
二
月

二
十
五
日
）
・
第
二
回
、
委
員
会
規
則
成

文
審
議
（
二
月
五
日
）
・
第
三
回
、
閲
覧

に
関
す
る
基
本
問
題
の
扱
い
方
（
二
月
十

五
日
）
・
第
四
回
、
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム

の
閲
覧
に
つ
い
て
（
三
月
五
日
）
・
第
五

回
、
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
の
閲
覧
方
式
（
三

月
二
十
八
日
）
。
第
六
回
、
閲
覧
に
提
供

す
る
資
料
に
つ
い
て
（
四
月
十
六
日
）
・

第
七
回
、
収
集
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム

の
保
存
・
利
用
・
提
供
に
つ
い
て
（
五
月

七
日
）
・
第
八
回
、
こ
れ
ま
で
の
審
議
経

過
の
ま
と
め
（
五
月
十
五
日
）
・
以
上
の

結
論
を
館
長
に
報
告
し
た
。

口
寄
贈
さ
れ
た
紀
要
等
約
八
百
種
の
製

本
、
逐
次
刊
行
物
仮
目
録
（
昭
和
四
十
八

年
十
月
）
の
作
成
を
行
な
っ
た
。
ま
た
中

世
文
学
会
事
務
局
（
日
本
女
子
大
学
）
、

俳
文
学
会
事
務
局
（
成
城
大
学
）
、
東
京

大
学
図
書
館
よ
り
雑
誌
の
寄
贈
を
受
入
れ

た
。
そ
の
ほ
か
故
金
田
一
京
助
博
士
御
遺

族
か
ら
図
書
の
御
寄
贈
が
あ
っ
た
。

日
日
常
の
業
務
と
し
て
寄
贈
・
購
入
図

書
の
受
入
れ
整
理
、
書
庫
配
架
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

四
本
年
度
に
入
っ
て
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル

ム
の
整
理
に
着
手
し
、
収
集
さ
れ
た
マ
イ

ク
ロ
フ
イ
ル
ム
全
点
に
つ
い
て
閲
覧
用
と

し
て
ポ
ジ
フ
イ
ル
ム
、
又
は
紙
焼
写
真
本

を
作
成
す
べ
く
、
こ
れ
に
関
す
る
諸
問
題

V
ｰ

句

を
検
討
中
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
⑪
マ
イ

ク
ロ
フ
イ
ル
ム
原
簿
・
作
品
毎
の
閲
覧
用

カ
ー
ド
を
作
成
し
、
②
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル

ム
の
保
管
・
配
置
に
つ
い
て
検
討
し
、
③

ま
た
閲
覧
に
関
し
て
所
蔵
者
（
原
資
料
の
）

と
契
約
、
打
合
せ
の
た
め
、
文
献
資
料
部

・
管
理
部
と
連
絡
協
議
し
て
い
る
。

な
お
整
理
閲
覧
委
員
会
で
考
え
る
こ
と

で
あ
る
が
、
閲
覧
規
定
に
お
い
て
は
、
館

の
性
格
や
利
用
者
の
こ
と
を
充
分
配
慮
し
、

⑩
マ
イ
ク
ロ
所
蔵
者
と
の
契
約
・
交
渉
、

②
閲
覧
体
制
、
③
資
料
の
種
類
、
等
の
項

目
が
検
討
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

｜
｜
｜
、
編
集
室

編
集
室
に
お
い
て
は
「
国
文
学
に
関
す

る
索
引
、
目
録
そ
の
他
の
参
考
図
書
の
編

集
お
よ
び
刊
行
を
行
う
〕
と
さ
れ
て
い
る
．

当
館
に
お
い
て
は
将
来
種
々
の
研
究
文

献
の
編
集
刊
行
が
企
画
さ
れ
て
い
る
が
、

昭
和
四
十
八
年
度
に
は
、
四
十
七
年
度
に

ひ
き
続
い
て
国
文
学
研
究
文
献
目
録
編
集

委
員
会
の
協
力
を
得
て
『
国
文
学
研
究
文

献
目
録
』
（
昭
和
四
十
六
年
）
の
編
集
刊

行
を
行
い
、
併
せ
て
、
四
十
七
年
の
目
録

の
企
画
・
綿
集
（
四
十
九
年
秋
発
行
予
定
）

を
行
っ
た
。
国
文
学
研
究
に
関
す
る
総
合

的
な
目
録
は
、
昭
和
三
十
八
年
か
ら
四
十

五
年
ま
で
の
八
冊
（
年
一
冊
）
が
東
京
大

学
国
語
国
文
学
会
か
ら
出
版
さ
れ
て
お
り
、

当
館
の
目
録
は
、
そ
れ
に
続
く
も
の
で
あ
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る
．
目
録
は
、
雑
誌
紀
要
論
文
目
録
・
単

行
本
解
説
・
索
引
か
ら
成
り
、
論
文
目
録

は
当
館
所
蔵
の
紀
要
等
を
中
心
に
、
館
外

の
大
学
．
図
書
館
等
の
資
料
で
欠
を
補
い
、

ま
た
単
行
本
解
説
は
文
献
目
録
委
員
の
執

筆
に
な
る
。
こ
の
目
録
は
近
々
、
『
年
鑑
』

（
昭
和
四
十
九
年
度
版
五
十
年
度
発
行
予

定
）
と
し
て
編
集
す
る
こ
と
を
企
画
し
て

い
る
。
な
お
文
献
目
録
委
員
会
は
四
十
八

年
は
八
回
開
か
れ
、
四
十
七
年
か
ら
の
委

員
、
浅
井
清
・
久
保
田
淳
・
篠
原
昭
二
・

曾
倉
岑
・
山
口
明
穂
、
新
委
員
と
し
て
大

矢
武
師
・
瀬
戸
仁
・
浜
野
卓
也
氏
等
八
名

の
方
の
協
力
を
得
た
。

な
お
現
在
編
集
室
で
は
、
『
国
文
学
研

究
文
献
目
録
』
（
四
十
八
年
版
）
の
編
集
、

当
館
の
「
紀
要
」
の
編
集
、
ま
た
文
献
目

録
委
員
会
の
事
務
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

四
、
参
考
室

新
設
の
参
考
室
は
、
「
国
文
学
に
関
す

る
参
考
業
務
を
行
う
〕
と
規
定
さ
れ
、
本

館
の
性
格
を
考
え
な
が
ら
、
参
考
業
務
の

企
画
、
参
考
用
資
料
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
秋
に
開
催
さ
れ
る
本
館
主
催
、

国
語
国
文
学
会
連
絡
協
議
会
協
賛
、
朝
日

新
聞
社
後
援
の
第
三
回
公
開
講
演
会
も
準

備
中
で
あ
る
。

五
、
情
報
処
理
室

同
じ
く
新
設
の
情
報
処
理
室
に
お
い
て

は
「
研
究
情
報
部
の
所
掌
事
務
の
処
理
に

関
す
る
電
子
計
算
機
の
運
用
お
よ
び
こ
れ

に
必
要
な
調
査
研
究
を
行
う
凶
と
さ
れ
る
。

㈲
、
昭
和
四
十
八
年
八
月
～
十
二
月
。
国

文
学
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
開
発
の
テ
ス
ト

の
実
施
、
語
彙
検
索
の
シ
ス
テ
ム
開
発
と

し
て
『
平
治
物
語
』
（
テ
キ
ス
ト
古
典
大

系
本
）
を
対
象
と
し
て
、
の
総
索
引
・
人

名
索
引
の
作
成
、
ｏ
ｒ
Ｗ
Ｉ
Ｃ
索
引
（
文

脈
つ
き
索
引
、
抽
出
対
象
語
を
名
詞
の
み

に
限
定
）
の
自
動
作
成
を
試
み
、
ほ
ぼ
満

足
で
き
る
結
果
を
得
た
。

口
四
十
九
年
一
月
～
三
月
。
国
文
学
情

報
検
索
に
関
す
る
研
究
〕

日
四
十
九
年
四
月
～
六
月
○
概
算
要
求

の
た
め
の
導
入
候
補
機
種
の
選
｛
再

四
四
十
九
年
七
月
以
降
は
、
入
出
力
設

計
、
漢
字
処
理
シ
ス
テ
ム
の
検
討
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
運
用
シ
ス
テ
ム
の
研
究
、
入
出

力
用
漢
字
字
種
選
定
作
業
、
索
引
語
の
研

究
等
を
す
す
め
て
い
る
。

以
上
は
情
報
検
索
委
員
会
（
委
員
長
、

四
十
八
年
度
国
井
利
泰
氏
、
四
十
九
年
度

水
谷
静
夫
氏
）
を
設
け
、
そ
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
す
す
め
て
い
る
。
な
お
委
員
会

は
、
昨
年
十
月
二
日
、
十
屍
月
十
三
日
、

本
年
二
月
十
四
日
、
四
月
二
十
五
日
、
六

月
六
日
、
九
月
十
九
日
に
開
か
れ
た
。

な
お
、
図
書
受
入
シ
ス
テ
ム
の
研
究
・

開
発
、
利
用
者
の
動
向
調
査
等
の
ほ
か
情

報
検
索
委
員
会
の
事
務
処
理
に
も
当
っ
て

－ －

い
つ
○
・以

上
で
事
業
報
告
を
終
る
が
、
わ
が
研

究
情
報
部
は
国
際
的
文
化
交
流
の
中
で
学

界
を
中
心
と
す
る
利
用
者
の
た
め
に
設
け

ら
れ
た
真
に
新
ら
し
い
部
門
・
組
織
で
あ

っ
て
、
教
官
は
勿
論
、
特
に
こ
の
部
に
所

属
す
る
司
書
・
事
務
官
等
も
一
体
と
な
っ
て

き
び
し
い
創
設
の
事
業
に
と
り
組
ん
で
い
る
。

部
の
業
務
上
の
分
担
は
部
お
よ
び
各
室

研究情報の取扱

国文学研究資料館而

ーｰ

の
法
的
性
格
を
堅
持
し
つ
つ
も
、
今
後
細

部
に
わ
た
り
各
方
面
の
声
を
聞
い
て
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
さ
し
あ
た

っ
て
今
日
ま
で
の
体
験
と
熱
心
な
部
内
の

討
議
に
雌
づ
い
て
左
図
の
よ
う
な
フ
ロ
ー

で
処
理
・
計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
参
考
ま

で
に
掲
げ
る
。
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Ⅲ
文
学
研
究
溢
料
館
の
内
部
組
織
に
関

す
る
訓
令
が
、
研
究
情
報
部
の
整
備
充
実

の
た
め
四
月
十
一
日
付
け
で
一
部
改
正
さ

れ
、
新
た
に
編
集
室
・
参
考
室
・
情
報
処

理
室
の
三
室
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ

国
文
学
研
究
資
料
館
の
内
部
組
織
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

恥 の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
は
、
編
集
室
は
、

国
文
学
に
関
す
る
索
引
、
目
録
そ
の
他
の

参
考
図
書
の
編
集
及
び
刊
行
を
行
う
こ
と
、

参
考
室
は
、
国
文
学
に
関
す
る
参
考
業
務

を
行
う
こ
と
、
情
報
処
理
室
に
お
い
て
は
、

ー－

村
方
に
関
す
る
史
料
の
調
在
研
究
お
よ
び
収
集
を
行
う
。

史
料
の
整
理
、
保
存
お
よ
び
閲
覧
を
行
う
。

廠
務
一
般
及
び
人
事
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

会
叶
及
び
庁
舎
の
管
蝿
並
び
に
施
設
に
関
す
る
州
務
を

行
う
。
．

主
と
し
て
古
代
に
お
け
る
国
文
学
に
関
す
る
文
献
そ
の

他
の
資
料
の
調
査
研
究
お
よ
び
収
集
を
行
う
。

主
と
し
て
中
世
に
お
け
る
国
文
学
に
関
す
る
文
献
そ
の

他
の
資
料
の
調
売
研
究
お
よ
び
収
集
を
行
う
。

主
と
し
て
近
世
に
お
け
る
側
文
学
に
関
す
る
文
献
そ
の

他
の
資
料
の
鯛
在
研
究
お
よ
び
収
纂
を
行
う
。

側
文
学
に
関
す
る
研
究
文
献
お
よ
び
研
究
に
必
要
な
梢

報
の
調
査
研
究
お
よ
び
収
巣
を
行
う
。

国
文
学
に
関
す
る
文
献
そ
の
他
の
資
料
の
整
理
、
保
存

及
び
閲
覧
を
行
う
。

国
文
学
に
関
す
る
索
引
、
目
録
そ
の
他
の
参
考
図
普
の

細
集
及
び
刊
行
を
行
う
。

側
文
学
に
関
す
る
参
考
業
務
を
行
う
。

研
究
情
報
部
の
所
掌
事
務
の
処
理
に
関
す
る
電
子
計
算

機
の
運
用
及
び
こ
れ
に
必
要
な
調
査
研
究
を
行

武
家
、
公
家
お
よ
び
寺
社
に
関
す
る
史
料
の
調
査
研
究

お
よ
び
収
集
を
行
う
。

町
方
に
関
す
る
史
料
の
捌
在
研
究
お
よ
び
収
集
を
行
う
。

研
究
情
報
部
の
所
掌
事
務
の
処
理
に
関
す

る
電
子
計
算
機
の
運
用
及
び
こ
れ
に
必
要

な
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

組
織
表
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

V-

文
献
資
料
部

大
久
保
正

松
田
修

福
田
秀
一

杉
山
重
行

東

加
藤
定
彦

研
究
怖
報
部

古
川
清
彦

系

山
中
光
一

岡
雅
彦

鮮
原
泰
雄

※

内
田
保
廣

史
料
館

国
文
学
研
究
資
料
館
職
員
名
簿
（
抄
）

（
昭
和
四
九
年
九
月
三
○
日
現
在
）

館
踵

市
古
貞
次

管
理
部

鈴
木
寿

榎
本
宗
次
鎌
田
永
吉

中
村
俊
亀
智
藤
村
潤
一
郎

大
野
瑞
男
原
島
陽
一

井
上
勝
生
鶴
岡
美
枝
子

浅
井
潤
子

（
嵐
印
は
新
任
者
）

謂卿震喜
壮瑞幸

明敏夫勲夫

ⅡI岩※和本
鴫下田田

伊
井

日
野

東

徳
田

宮
崎

村
瀬

寺
尾

草
壁

春
樹

龍
夫

和
夫

一武英康
夫彦道雄

久
敬

庄
蔵

昌
剛

貞
二
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松古野豊鈴佐′l、木臼麻

尾島間田木篠葉III生
磁光懸＃田村監磯

聰雄辰武直論淳礎郎次

昭
和
四
十
九
年
度

国
文
学
文
献
資
料
収
集
計
画
委
員
名
簿

伊
地
知
識
男
井
上
宗
雄

井
本
農
一
岸
上
慎
二

木
村
三
四
吾
久
曽
神
昇

八
味
柳
英
西
尾
光
雄

橋
本
不
美
労
松
本
降
信

国
文
学
研
究
資
料
館
評
議
員
名
簿

石
井
良

大
久
保
利

児
玉
幸

佐
々
木
八

杉
本

手
塚
浦

中
村
幸

久
松
潜

宝
月
圭

山
岸
徳

平吾一彦雄勲郎多難肋

（
北
海
道
・
東
北
）

伊
藤
敬

金
沢
規
雄

原
田
貞
義

藤
旧
寛
海

山
木
幸
一

（
関
東
）

茂
野
児

有
川
美
亀
男

遠
藤
宏

加
美
宏

桑
原
博
史

桜
井
祐
三

杉
谷
寿
郎

谷
脇
蝿
史

栃
木
孝
惟

鳥
居
フ
ミ
子

原
道
生

村
瀬
敏
夫

Ⅲ
下
一
陳

Ｉ
Ⅱ
ト
一
”
０
町
ノ
リ

（
中
部
）

青
木
紀
元

井
上
敏
幸

北
岡
川
良

黙
川
昌
享

佐
藤
彰

鈴
木
勝
忠

昭
和
四
十
九
年
度

国
文
学
文
献
資
料
鋼
査
員
名
簿

‐ー

松福野片山森冨野外築鞭白小神奥池阿

IM""#":職Ⅷ艫
全昭雄一子裕雄三胤一勲夫枝

滝島後久岡庵

沢耀騰偽道
野井 田 野

陽 貞 寿 達
貞 忠 重 哲

夫夫郎夫勝巌
助雄郎

田
島
鰄
堂

長
友
千
代
治

延
広
眞
治

樋
ｕ
芳
麻
呂

美
山
靖

村
上
學

渡
辺
綱
也

（
近
畿
）

井
ｕ
洋

伊
藤
正
義

植
谷
元

片
桐
洋
一

雲
英
末
雄

僧
太
周

多
治
比
郁
夫

浜
田
啓
介

安
旧
術
貴
子

（
中
国
・
四
国
）

赤
羽
学

佐
藤
恒
雄

鈴
木
亨

田
中
常
正

檀
上
正
孝

山
本
嘉
将

（
九
州
）

石
川
八
朗

大
内
初
夫

棚
町
知
弥

長
谷
川
強

手
崎
政
男

西
宮
一
民

東
明
雅

水
島
義
治

室
木
弥
太
郎

山
下
宏
明

石
原
滴
志

乾
裕
幸

榎
坂
浩
尚

金
光
洋
三

笹
川
祥
生

信
多
純
一

田
林
義
信

水
田
紀
久

山
内
澗
三

横松田武志稲米中金今

井原中久村賀
金秀善有敬

倉野原井
利三源‐ｰ

男明信堅弘二昭敏理衛

浅
井
溝

久
保
川
淳

瀬
戸
仁

浜
野
卓
也

昭
和
四
十
九
年
度

情
報
検
索
委
員
会
委
員
名
簿

石
綿
敏
雄
桜
井

西
村
恕
彦
水
谷

昭
和
四
十
九
年
度

文
献
目
録
委
員
会
委
員
名
簿

山曽牒大

口倉原矢
明昭武静 宣

穂岑 二 師夫 降
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研
究
怖
報
部
に
お
い
て
は
、
情
報
室
を

中
心
に
国
文
学
に
関
す
る
研
究
情
報
の
収

蛎
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
学

会
州
仙
を
中
心
に
し
た
学
界
怖
報
の
収
典

が
あ
る
。
い
ず
れ
は
各
大
学
内
の
学
会
や

川
人
的
小
規
模
の
研
究
会
を
も
対
象
に
し

た
い
と
琴
え
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
、

側
文
学
・
側
謡
学
に
Ⅲ
わ
る
学
会
の
う
ち
、

杣
当
数
の
会
員
を
擁
す
る
開
放
さ
れ
た
全

脚
的
規
模
の
学
会
を
対
象
に
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
学
会
か
ら
は
、
定
期
的
に
学
会

悩
蝿
が
送
ら
れ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
を

ま
と
め
た
も
の
が
、
後
に
掲
げ
る
験
公
開

樅
一
瞳
で
あ
る
。
な
お
、
倒
語
倒
文
稚
会

迦
絡
協
縦
会
蛎
携
吋
作
成
の
一
覧
表
を
参

必
に
し
た
。
学
会
掲
出
は
ア
ィ
ウ
エ
オ
順
、

①
幌
勝
局
（
「
来
京
祁
」
は
行
略
）
②
秋

季
大
会
開
催
日
③
会
場
の
順
に
記
絞

解
釈
学
会
①
瞥
烏
区
西
巣
鴨
－
１
二
四
’

一
四
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
内
②
八
Ⅲ
一

九
Ⅱ
③
東
京
湯
島
聖
篭

近
代
鰭
学
会
①
世
川
谷
区
太
子
堂
一
’
七

昭
側
女
ｆ
入
学
文
家
政
学
部
倒
語
研
究

室
②
で
一
月
七
Ｈ
③
昭
棚
女
子
大
学
撒

塚
館

国
鰭
学
会
①
千
代
川
区
神
川
錦
町
三
ｌ
一

一
武
蔵
野
称
院
内
②
二
月
一
六
～

昭
和
四
十
九
年
度
秋
季
学
会
開
催
一
覧

一
七
日
③
名
古
屋
南
山
大
学

古
代
文
学
会
①
浦
和
市
太
田
窪
一
’
二
五

’
八
了
八
森
帆
叫
方
②
三
月
九
～
一

○
Ⅱ
公
開
撒
座
③
共
立
女
子
卸
期
大
学

上
代
文
学
会
①
文
京
区
白
山
五
’
二
八
’

二
○
東
洋
大
学
国
文
学
研
究
室
②
③
大

会
年
一
Ｍ
血
川
に
終
了

脱
酷
文
学
会
①
渋
谷
区
東
－
１
－
１
重

実
践
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
②
一
二

月
一
日
③
立
命
館
大
学

全
国
大
学
国
鰭
国
文
学
会
①
千
代
川
区
神

川
駿
河
《
Ⅲ
’
一
明
治
大
学
Ⅱ
本
文
学

八
一
・
一
研
究
室
②
一
○
Ⅱ
一
九
～
二
一

日
③
神
戸
甲
南
女
子
大
学

中
古
文
学
会
①
昭
棚
女
子
大
学
Ⅱ
本
文
学

研
究
室
②
一
○
〃
二
六
～
・
Ｘ
Ｈ
③
徹

山
大
学

中
世
文
学
会
①
新
宿
区
戸
山
町
四
二
早
稲

川
大
学
文
学
部
伊
地
知
研
究
室
②
一
○

Ｈ
五
～
七
日
③
北
海
迩
藤
女
子
大
学

日
本
演
劇
学
会
①
新
宿
区
戸
塚
町
一
’
六

四
七
早
稲
Ⅲ
大
学
減
劇
博
物
館
内
②
一

○
月
七
Ｈ
③
桶
岡
県
飯
塚
市
近
畿
大
学

日
本
敬
謡
学
会
①
渋
谷
区
東
川
’
一
○
’

二
八
脚
学
院
大
学
文
学
第
二
研
究
室
②

一
○
〃
几
～
六
Ｈ
③
大
阪
外
側
語
大
学

日
本
近
世
文
学
会
①
早
稲
田
大
学
文
学
部

ー
守
自
■
■
■
Ｕ
Ｉ
ｌ
１
１

》

神
保
研
究
室
②
二
月
二
三
～
二
五
日

③
大
阪
Ｐ
Ｌ
学
側
女
子
短
期
大
学

日
本
近
代
文
学
会
①
小
金
井
市
町
井
北
町

四
ｌ
－
ｌ
－
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部

橋
本
芳
一
郎
研
究
室
②
一
○
月
二
六
～

二
七
Ⅱ
③
上
郷
大
学

日
本
文
学
協
会
①
豐
脇
区
南
大
塚
１
－
一

七
’
一
○
②
九
月
二
一
～
二
三
日
③
明

治
学
院
大
学

日
本
文
学
風
土
学
会
①
昭
棚
女
子
大
学
短

期
大
学
部
尚
橋
良
雄
研
究
室
②
二
月

三
○
日
③
昭
和
女
子
大
学
温
考
館

俳
文
学
会
①
豊
島
区
目
白
一
’
五
’
一
学

料
院
大
学
Ⅲ
文
学
科
研
究
裳
②
一
○
〃

一
九
１
二
日
③
岡
山
火
学

仏
教
文
学
研
究
会
①
〔
西
部
〕
京
都
市
東

山
区
東
山
七
条
京
都
女
子
大
学
同
文
研

究
室
〔
東
部
〕
板
怖
Ⅸ
価
脇
平
一
’
九

大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
第
二
研
究
室

②
③
例
会
が
毎
月
各
会
場
で
行
れ
る
。

表
現
学
会
①
名
古
屋
市
守
山
区
大
森
二
二

八
二
’
二
金
城
学
院
大
学
側
文
研
究
室

②
③
春
季
大
会
の
み

万
葉
学
会
①
大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三

丁
目
関
西
大
学
国
文
研
究
室
②
一
○
月

五
～
九
日
③
大
阪
成
膜
女
子
短
期
大
学

美
夫
君
志
会
①
名
古
屋
市
昭
和
区
八
亜
本

町
一
○
一
中
京
大
学
国
文
学
研
究
室
②

七
Ⅱ
二
一
～
二
三
日
③
中
京
大
学

和
欧
文
学
会
①
千
代
田
区
三
番
町
六
’
二

V
ｰ

◇
編
集
後
記
◇

国
文
学
研
究
盗
料
館
も
昭
和
四
十
七
年

此
〃
発
足
以
来
満
老
年
を
総
過
し
、
陣

容
も
か
な
り
盤
い
、
仕
事
も
よ
う
や
く

軌
道
に
乗
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。

そ
こ
で
本
年
度
か
ら
同
文
学
研
究
涜

料
館
報
を
年
二
Ｍ
発
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
総
需
要
抑
制

の
た
め
、
建
物
の
建
設
が
遅
れ
、
研
究

の
た
め
に
本
館
を
ご
利
用
い
た
た
け
る

の
は
、
な
お
先
の
こ
と
に
な
り
そ
う
で

す
．
し
か
し
、
本
館
は
共
同
利
用
機
関

と
し
て
、
そ
の
準
備
的
な
段
階
か
ら
、

で
き
る
だ
け
外
部
の
研
究
者
そ
の
他
の

方
々
と
情
報
の
交
流
を
は
か
っ
て
ゆ
く

こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
、
こ
の
館
報
を

一
層
充
実
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

二
松
学
舎
大
学
国
文
学
研
究
室
②
一
○

〃
一
九
～
二
○
Ⅱ
③
二
松
学
介
大
学
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上野

位置図

宿一一弐

五
仮
仰
曜
哨
雁
訓
Ⅲ

目
都
高
速
戸
越
ラ

誤渋谷

、

災
都
営
地
下
鉄
一
号
線

、
０
４
０

１

ロ
酢

五反田
〆

斗奔
f園町
日隙l都市線

□、

フ

戸
越
銀
座

越

I
一

i､．
’

‐

ノコ匹
越
駅

歩道橋

東
急
池
上
線

o→一方通行

o平日8時－9時

は通学路で宮前

小周辺道路は車

獅通行禁止。

○〃〃は15-18時

歩行者専用

第
二
京
浜
国
道

講
演
会
開
催
に
つ
い
て

当
館
で
は
恒
例
の
公
開
講
演
会
（
第
三
回
）
を
左
記
の

通
り
行
い
ま
す
の
で
御
参
加
下
さ
い
。

｜

や1

1,

日
時
十
一
月
七
日
㈱
午
後
六
時
～
八
時
三
○
分

場
所
朝
日
新
聞
社
講
堂

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
二
’
三

挨
拶
館
長
市
古
貞
次

源
氏
物
語
を
ど
う
見
る
か
輕
扉
大
癖
秋
山
塵

源
氏
物
語
と
和
歌

識
瀞
維
津
木
俣
修

一

◆
主
催
国
文
学
研
究
資
料
館

東
京
都
品
川
区
豊
町
－
１
実
’
二

◆
協
賛
国
語
国
文
学
会
連
絡
協

議
会

辮
務
肋
杉
並
区
善
福
舂
Ｔ
六
’
一

束
京
女
子
大
準
日
本
文
学
研
究
宰
丙

◆
後
援
朝
日
新
聞
社

囚
文
学
研
究
資
料
館
報
第
三
号

昭
和
四
九
年
九
月
二
○
日
発
行

細
災
発
行
将

国
文
学
研
究
資
料
館

東
京
都
品
川
区
豊
町
一
ノ
宍
ノ
己

郵
便
群
号
・
四
二

電
諦
（
じ
八
：
）
九
・
○
人
（
代
）

印
刷
所
ウ
チ
ダ
印
刷
株
式
会
社
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